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工事概要書

１節 一般事項

所定の音響性能を実現するため、工事間の取合、仕様、施工順、工期、施工法、検査などについて、

係員と十分な協議の上、建築区工事請負者が中心に取りまとめる。工事毎に音響担当者を選定し、

、施工途中の検討、検査、測定等に協力すること。また、専門的な技術チェック体制を確立すること。

２節 音響性能目標値

請負者は、各室の設計主旨を十分に理解した上で、各部位の音響仕様詳細・ 施工方法について

係員との協議・ 承認を経たのち、最終的な施工状態においてこれらを満足させること。

１） 空調設備等騒音（ その他の室については、空調設備工事特記による）

公会堂 ＮＣ－２５程度

２） 遮音性能

２Ｆ公会堂～市道： 谷津４８１号 ： Ｄｒ －７５以上

２Ｆ公会堂～市道： 平潟３号 ： Ｄｒ －７５以上

２Ｆ公会堂～公園 ： Ｄｒ －６０以上

２Ｆ公会堂～ホワイエ ： Ｄｒ －６０以上

２Ｆ公会堂～１Ｆ駐車場 ： Ｄｒ －７０以上

３） 建具性能

公会堂客席建具、調整室建具の、

詳細については、建具表を参照のこと

３節 施工図・ 製作図、計算書等の提出

３．１施工者は、音響に関わる工事の施工方法や仕様書について、以下等の施工要領書・ 施工図類を

提出し、事前に係員等の承認を得る。

＜建築＞

ホール内装施工図、浮構造詳細図、仕上・ 浮構造下地軸組図、建具遮音層取合図、自主検査チェックシート

＜空調・ 給排水・ 電気・ 舞台設備＞

機器・ 配管の遮音層貫通処理、防振要領書、機器の異音対策要領書、自主検査チェックシート

３．２施工者は、仕様の承諾を得るために必要と思われる以下等の検討書、計算書類を提出し、事前に係員の

＜建築＞ 防振材選定計算書

＜建築・ 空調＞ 消音計算書（ ダクト経由のファンノイズ、ダクト ・ 建築透過音、空調クロストーク検討等を含む）

＜空調・ 給排水・ 電気・ 舞台設備＞ 設備機器の発生騒音・ 振動データ、各室騒音目標値に対する

伝搬騒音計算書、設備機器および配管の防振計算書

３．３施工上、設計図書の仕様と異なる仕様にて施工する場合は、その理由・ 代案の比較検討書などを提出し

、係員と協議の上決定する。

３．４各施工者は、浮構造室・ 浮床施工室等について、防振された部位（ 浮側） と非防振部位（ 固定側） を区別する

図面を作成し、各工事の取合いを含め、その施工順序・ 方法等を明確にした施工工程表を係員等に提出し、

承諾を得るものとする。また、施工要領について作業員へ徹底し、定期的に音響パトロールを行い、

施工状況について視認・ 写真・ チェックシートにより確認・ 記録し報告する。

３．５工事毎に躯体側と浮側の縁切りと遮音層の形成について、作業員への徹底、視認・ 写真・ チェックシート

による確認・ 記録・ 報告を行い施工・ 報告する。

４節 音響試験

騒音・ 振動、遮音、吸音、ビリツキ共振等、音響全般に関わる性能について、材料・ 器具等の特殊性により

予測が難しいと判断された場合は、係員の指示によりその試作及び音響試験を実施し、係員の承諾を得る

５節 音響性能検査

音響性能の確認を目的に、下記の検査・ 測定を行う。測定時は音が発生する工事は中止する。

測定計画書と報告書を提出する。Ｊ Ｉ Ｓに規定のある測定はこれに倣う。検査条件の調整不備により所要性能

が得られない場合、再検査に係る費用は施工者負担とする。また、測定の結果、所定の音響性能が得られ

１） 空調設備等騒音測定（ ６３Ｈｚ～８ｋ Ｈｚ 、 １オクターブバンド毎ＮＣ値）

２） 室間遮音性能測定（ ６３Ｈｚ～４ｋ Ｈｚ 、 １オクターブバンド毎）

３） 建具遮音性能測定（ ６３Ｈｚ～４ｋ Ｈｚ 、 １オクターブバンド毎）

４） 残響時間測定（ ６３Ｈｚ～８ｋ Ｈｚ 、 １オクターブバンド毎）

（ 測定条件） Ａ．反射板設置時、Ｂ．幕設備設置時

５） エコータイムパターン

（ ３） 工事工程計画

工事工程計画にあたっては、上記の音響性能検査内容、検査条件を十分に考慮し、係員との協議の上、

その実施項目を工程上に盛り込むこと。

また、施工者は、実施に当たり事前の工程管理及び検査のため条件確保に努め、検査・ 調整に協力すること。

更に種々 の事情により検査条件が満足されないなどの問題点が生じた場合、速やかに対応・ 対処処置が

出来るよう、現場における指示系統・ 窓口等を明確にしておくこと。

６節 音響調整工事

前期の現場音響確認検査、並びに中間時音響性能検査の結果に基づき、改善対策工事および最適調整

工事を以下の項目についての本工事の範囲にて実施するものとする。

１） 残響調整工事＜建築工事＞

音響性能検査結果により、室内吸音力及び音響障害除去のための調整工事を行う。事前に吸音力調整用

の内容面を設定し、その仕様・ 調整方法（ 吸音材の撤去、或いは追加等） について係員と協議する。

２） 防音建具調整工事＜建築工事＞

所定性能の確保のため、戸当たり、召し合せ部（ ゴムシール等の調整による隙間の除去） 、金物（ 締め付け

具合の調整） 取付け調整工事を行う。

３） 浮構造、浮床、防振吊り天井等調整工事＜全工事＞

浮床、浮天井における振動絶縁処理、防振ゴムの施工、遮音壁の隙間処理等の施工不良箇所等は調整

４） 空調設備調整工事＜空調設備工事＞

各室の騒音目標値を実現するため、ホール出入口扉等の風切り音対策等のため、風量、ドラフト調整他

、最適調工事を行う。

５） 電気設備調整工事＜全設備工事＞

インバータノイズ等の電源並びに制御線からのノイズが電気音響設備等に影響を及した場合には、ノイズ

発生側にて調整工事を行う。

６） その他

所定の性能確保のために必要と思われる調整工事について、係員の指示により実施する。

（ 例： 軽鉄下地、内装、器具、盤などのビリツキ対策、設備の防振支持等）

７節 特定専門業者の選定

音響に関する特殊工事は、現場における経験と実績による工法・ 管理が施工後の性能に大きく 影響するため、

同等規模の防振遮音構造工事の実績を有し、係員が承認する専門業者が施工・ 管理・ 工事間調整にあたる

こと。 （ 例： 日本板硝子環境アメニティ、日東紡音響エンジニアリング、同等）

その他、防振ゴム、防音建具、空調消音器等、必要と認められているものについては、係員と協議し、承認を

８節 施工上の特記事項

各工事範囲における音響関連工事上の特記事項について、以下に例記する。各工事施工者は、必要最低限

の処置として以下の事項を準拠し、音響性能に留意した施工を行うこと。

８．１浮構造・ 防振関連工事 特記事項（ 全工事共通）

対象部位・ 工事留意点

１．振動絶縁処理

・ 防振支持は所定の防振ゴムを適切に配置、施工し、固定側（ 躯体） と浮側との縁切りを徹底すること。

２．防振ゴムの選定

・ 計算書等で性能を確認の上、決定する。共振周波数は１０Ｈｚ以下とする。選定配列時には積載荷重ありで

耐荷重性能を、積載荷重なしで防振性能を確認する。

３．防振遮音構造建具

・ 二重建具は外側を固定側、内側を浮側に支持し、一重の場合は浮側支持を基本とする。

浮側建具は固定側三方枠との間で縁を切り、コーキングによって隙間を詰める。枠周りの隙間をモルタル

４．防振ゴム浮床

・ ゴムによる変位を考慮し、防振ゴムの取付高さ、床組みのレベル調整を行う。

の接合部・ キーストンプレートの小口部、その他の孔は、ガムテープおよびウレタンシール等を使用して隙間

５．グラスウール（ ＧＷ） 浮床

重ねる。積載荷重が８００ｋ ｇ ／ｍ＾ ２を超える場合は荷重サポートゴム（ ＳＲ－５０／昭和電線同等品） を設置する。

各室の扉下、設備機械室下には同サポートゴムを設置する。

・ 緩衝材上部のポリエチレンフィルムは、緩衝材中央部で１５０ｍｍ以上の重ね代をとり、テープ止めしてコンクリ

ートの浸入を防ぐ。ポリフィルムの破れ防止と沈み込み防止のために、養生亜鉛鉄板０．４ｔ 又はその他養生板

処理する際は、絶縁ラインを埋めないこと。

・ コンクリート打設時における止水のため、キーストンプレートのジョイント部・ エンドプレートとキーストンプレート

・ 耐水性緩衝材浮床・ ＧＷ浮床はＪ Ｉ Ｓ浮床用グラスウールまたはロックウール２５ｍｍ厚２枚を千鳥突きつけにて

・ 耐水性緩衝材（ ＰＳブロック／特許機器同等品） は積載荷重に応じてゴムを調整する。

れていることを確認する。ただし、ポリフィルムの破れ防止のため、ワイヤーメッシュは立ち上がり緩衝材から

をポリフィルム上部に布ガムテープ貼りにて敷設する。クラック防止用メッシュが床全体に切れ目なく 敷き込ま

６．浮床共通

・ サウンドブリッジが出来ないように浮側と固定側は確実に絶縁する。そのために、端部立ち上げ緩衝材は

５０ｍｍ以上をしポリフィルムは壁面に布ガムテープ止めし、コンクリート打設前に孔がないか確認を行う。

・ 浮床周囲には水平支持用の躯体立ち上げ部位を配筋とともに設ける。

浮床施工前後は十分なチェックと養生・ 清掃を行う。床下またはボーダー部分に入ったボルト、小石、木切れ

等、浮スラブ打設のための仮設支持材、建具取付用の仮設スペーサー・ セパレーター等は確実に撤去する。

施工後は立ち上げ緩衝材を清掃し、すみやかにシールにて保護する。

７．防振ゴムの施工

・ 防振ゴムに均等に荷重がかかるよう、防振支持された下地材は仮締め施工し、全体仮締め後に本締めを

８．防振遮音構造施工順序

・ 防振遮音天井、防振遮音壁、天井内装用下地の施工順序は、事前に承認を得る。

９．防振遮音層ボード

・ 目地部分の隙間からの音漏れを防止するため、乱張りする。背後ＧＷ ｔ ５０，３２Ｋを落下防止ピンにて保管する。

・ 施工上の下地仮止材ははずし忘れがないようボード張り込み時に見える方法で施工する。

・ 入隅や出隅はウレタンコーキングによって隙間の処理を徹底すること。

１０．防振遮音層の下地

・ 浮床の上に支持し、固定側と防振遮音層が取り合う部分は絶縁用の防振ゴムを入れる。

１１．防振遮音天井

・ 防振遮音天井下地材が固定側と接する場合、スポンジゴム等にて絶縁。防振ハンガーはダブルナットによる

垂直吊を確認する。また、防振性能が低下してしまうため防振ハンガーナットを事前に締めつけないこと。

天井端部はウレタンシール処理するが、シール相手の鋼材・ 外壁等はセラミック系耐火被覆材とする。

１２．貫通部の開口処理

・ 配管類が浮側なのか固定側なのかを明確にした上で施工する。また、固定用の吊りボルト等が浮側のダクト 、

配管に接触しないように留意する。吊りボルト、鋼材、水平支持材、振止材、ダクト、配管等が防振遮音層を

貫通する部位は、開口補強の上、緩衝材にて絶縁処理の上、鉛巻き、シール処理により隙間をなくす遮音

処理を施す。固定遮音層を貫通する部位は鉛巻き、シール処理により隙間をなく す遮音処理を施す。

８．２建築工事

１） 音響上留意すべき部位 特記事項（ 一般遮音関連工事）

対象部位・ 工事留意点

１ 防音建具

・ 所定の性能が得られるよう、細部の仕様についても、十分協議の上決定する。特に、戸当たり部の構造、

金物の種類・ 仕様、ドアの構造、取付け方法、ドアと枠の水平鉛直の建込精度等に留意。

・ 防振遮音壁層はボード層～枠～建具で形成されるので、各接合点をウレタンシール処理する。防音扉は調整

要領・ チェックシートを作成し、四周ＡＴタッチするようゴムの出入りを調整・ 報告する。特に公会堂客席扉は

自動落下沓摺や枠ゴム召し合せわせゴムのタイト調整を重点的に行う。

２ 防音建具の枠内部

・ 弁当箱閉型とし隙間なく モルタル充填するか、グラスウール又はロックウール等を圧縮充填する。下枠は原則

モルタル充填とする。枠の周囲はモルタルによる埋め戻し、シーリング処理を行う。

３ 遮音壁

・ 遮音壁はスラブｔ ｏスラブとし、下端、頂部端、ジョイント端はすべてウレタンシール処理で隙間をなくす。

・ デッキスラブとの取り合い部はデッキプレートを切断してシールする。

・ 施工上設けたダメ穴・ 建具周辺の空隙等は、該当工事終了後確実に埋め戻しをする。

・ デッキスラブとの取り合い部はデッキプレートを切断してシールする。

・ 固定遮音壁４周端・ 梁貫通ダクト部などに生じた隙間は全てウレタンシールにて完全に塞ぐ。

・ 遮音壁が取り合う鉄骨、外壁にはセラミックス系耐火被覆材（ セラタイカ２号／ゼオン化成同等品等） を用い、

金ゴテで表面を平滑にする。

・ 固定遮音壁４周端・ 梁貫通ダクト部などに生じた隙間は全てウレタンシールにて完全に塞ぐ。

２） 一般内装関連工事 特記事項

対象部位・ 工事留意点

１ 有孔板、岩綿吸音板

・ 設置場所、背後空気層、表面の仕上げ材、塗装処理等については、施工前に協議の上、承諾を得る。

・ 有孔板＋ＧＷ裏打ちの場合、有孔板の開口は原則８φ－＠２０とするが、開口率については係員と協議の上決定

する。吸音性能を低下させないように、ガラスクロスは黒の粗目とし、塗装による目詰まりがないようにする。

またＧＷ落下防止材取付とする。

・ 岩綿吸音板を塗装する場合は原則工場着色とし、塗布量等について係員の承諾を得る。油性ペイント等は

２ 公会堂内装

・ 公会堂客席床フローリングはコンクリートの平滑性を確保した上でコンクリート面に全面接着貼とする。

・ 公会堂後壁仕上げ面は取り外し可能とし、測定調整時にＧＷ面積を調整可能とする。

３ 内装の隙間

・ 残響時間に影響するため、不要な隙間や開口は設けない。（ 壁と天井との収まり部、照明器具等の設備用開

４ スピーカ設置部

・ 残響時間に影響するため、不要な隙間や開口は設けない。（ 壁と天井との収まり部、照明器具等の設備用開

５ 機械室・ ＤＳ

・ 吸音処理（ グラスウール３２Ｋ， ｔ ５０，ガラスクロス包、床面を除く全面）

６ 公会堂舞台部の吸音材

・ グラスウール３２Ｋ， ｔ ５０，目詰まり黒ガラスクロス包（ ＧＣＢ－３／マグイソベール同等）

７ 内装ボード工事の下地軽量鉄骨

・ 間柱と胴縁のピッチは同じにならないようにする。胴縁とＬＧＳの接合部はパテで固定する。

８ ビリツキ音対策

・ 各所下地金属接合部は、溶接・ 接着剤併用などで確実に固定するか、ゴム等で絶縁する。

・ 発音防止のため、ボード壁の下地はランナーと取り合うスタッドの上下にすべりテープ（ ダンロンテープ／日東

電工同等品） をまきつける。

３） 昇降設備工事

対象部位・ 工事留意点

１ 昇降設備

・ 巻上機、電動発電機、制御盤、調速機、階床選択機などに適応した振動対策を講じる。

・ 巻上機防振支持材は、耐荷重範囲内で十分柔らかい防振材とし、共振周波数などの防振支持計算書を提出

のこと。耐震ストッパーは非接触型とし、設置段階で確実に非接触となるように施工管理を行う。

・ かご側おもり側の各ガイドレールの継ぎ目の段差は極力０となるよう施工管理を行う。

・ ローラはゴム製などの低振動型とする。

・ ローラ径に速度の大きさを持たせ、偏心へたりをなくす。

・ 着床チャイム音は音量調整可能とする。

・ 各階間のシャフト経由遮音のために、かご乗り場ドアの周囲は隙間を極力ふさぐこととする。ふさフェルト材・

エプロンなどを使用し、極力隙間をなく す。

・ 舞台音響設備へのノイズ対策として以下を行う。インバータユニットは全て金属ケース内に収納し設置。

インバータ１次側に可聴帯域ノイズカットフィルター。インバータ入出力電線は３芯ツイストケーブル使用。

配管は全て金属管とし単独設置。電力設置系統に接続されＭ、音響設置と分離する。

・ 防音対策に関する施工計画書・ 施工要領書・ 調整要領書を取りまとめて提出のこと。

８．３空調・ 給排水設備工事 特記事項

１ 振動・ 回転する機械類

空室時

満室時

空室時

満室時

１．３～１．６秒／５００Ｈｚ

１．１～１．４秒／５００Ｈｚ

１．１～１．４秒／５００Ｈｚ

０．９～１．２秒／５００Ｈｚ

反射板設置時

反射板収納時

４） 公会堂 残響時間（参考値）

対象部位・ 工事留意点

・ 公会堂に隣接する機械室および機器置き場の振動機器は

共振周波数４Ｈｚ以下のサージングレススプリング防振とする（ 指定のある場合はこれによる） 。

隣接居室許容値に対する選定計算書を提出する。

・ 公会堂系統ダクトは防振支持する。

・ 耐震ストッパーは非接触型とし、設置後、視認・ 写真により確認、記録、報告する。

２ 機械室内ダクト、配管類

・ ダクト、配管類はすべて防振支持とする。

・ ＮＣ－２５以下系統のダクトは原則遮音ダクトとする。壁面等の貫通部は防振貫通処理とする。

する。

３ 給排水配管類

・ 基本的に躯体との振動絶縁をする。

４ ダクト・ 配管類の遮音層貫通部

・ 防振遮音層へ入る前に固定側との縁切りを行う（ フレキシブルジョイント等） 。フレキシブルジョイントは振動

絶縁効果のあるものを選択し、係員の承諾を得る。

・ 遮音層貫通部は、緩衝材にて４周振動絶縁処理する。遮音欠損を防ぐため、 ＲＷ等絶縁処理の上に鉛シート

・ 防振遮音層貫通部は、浮側遮音層に対してＲＷ等による振動絶縁処理、消音器まで含め鉛シートによる隙間

遮音処理、および、浮側進入前における絶縁処理を施す。

・ 遮音補強のため、ダクトは遮音層両側の消音器を含んで鉛シート貼りとする。排煙系統含め全系統が対象。

５ ダクト内風速

・ 騒音目標値を確保するため、適切な風速となるよう留意。

・ ＮＣ－２５以下の室の系統の風速上限は、機械室内７ｍ／ｓ、機械室外５ｍ／ｓ、

６ ダンパーの取付け位置

・ 渦流音の発生が生じないよう、取付位置留意。

７ 吹出し、吸込み器具

・ 風切り音の少ない機種を選定し、エッジ等を立てない。

８ 吹出し、吸込み風速

・ 公会堂の吹出風速はネック風速３ｍ／ｓ以下、吹出面風速１．５ｍ／ｓ以下、吸込風速は１ｍ／ｓ以下を目安とする。

９ 騒音に関わる試運転調整と改善措置の実施

・ 各室騒音目標値内となるよう消音計算書を提出する。施工前に空調運転時の室内騒音測定を行う。

目標値以下にならない場合、風量調整およびダクト消音装置の調整等を行い、目標値以下とする。

８．４電気設備工事 特記事項

１ 施工要領書

・ 貫通部の振動絶縁処理及び防振支持の方法・ 仕様については、施工要領書にて事前に係員承認を得る。

対象部位・ 工事留意点

２ トランス

・ サージングレススプリング防振支持（ ｆ ０＝４Ｈｚ程度） とする。

公会堂に隣接する場合はｆ ０＝２．３Ｈｚ程度とする。隣接居室許容値に対する防振計算書を提出

する。耐震ストッパーは非接触型とし、設置後、視認・ 写真により確認、記録、報告する。

・ 頂部耐震ストッパーを設ける。

・ 防振支持架台はコンクリート充填型とする。

３ 防振遮音層を貫通する配管類

・ 公会堂の防振遮音層を貫通するワイヤリングダクトや配管は、浮側に対してＲＷ等による振動絶縁処理、鉛シートによる隙間遮

音処理を行う。また、浮側手前に絶縁接続処理を施し、ワイヤリングダクトはダクト用防振ゴム（ ＫＥ－１０／昭和電線程度） にて、配

管は金属フレキシブル管（ ＰＬＡＮＴ－ＴＵＢＥ－Ｍ．Ｃ．Ｔ ｙ ｐ ｅ ／ＡＣＥ程度） 等で行う。具体的仕様、絶縁箇所等については、施工図、施工要

領書にて事前に係員の承諾を受ける。

４ 浮側配管類

・ 全て防振支持とし、他の固定側配管、吊りボルトと接触させない。

５ 裏ボックス

・ 裏ボックスによる遮音欠損が生じないよう、コンセント ・ 盤は全て防振遮音壁・ 固定遮音壁には埋め込まない。埋め込む場合は、

裏ボックス鉛２ｍｍ裏打ち、ボックスとボード間はウレタンシール埋め、配管口気密耐火パテ処理、通線後ボックス内ＲＷ充填の上

ボックス内耐火パテ全充填とする。

６ 蛍光灯の安定器

・ 別置き（ 躯体側に取り付け） を標準とする。

７ 電源ノイズ（ 電気設備、舞台音響設備、舞台機構設備、舞台照明設備、各工事共通）

・ 電源並びに制御線からのノイズが、電気音響設備等に影響を及ぼすことがないよう、経路選定等に当たっては、十分留意する

と共に、関係各社間での協議を事前に行う。問題が生じた場合には、各施工者間で対応を協議・ 実施する。

・ 公会堂の舞台音響設備電源は専用ノイズカット トランス（ 電研精機研究所同等品） とし、以下の性能を満たすものを選定する。

減衰性能

－５０ｄ Ｂ／１００ｋ Ｈｚ ， －６０ｄ Ｂ／１ＭＨｚ ， －５５ｄ Ｂ／１０ＭＨｚ ， －４５ｄＢ／１００ＭＨｚ ， ＠ノーマルモード

－８０ｄ Ｂ／１００ｋ Ｈｚ ， －６０ｄ Ｂ／１ＭＨｚ ， －５５ｄ Ｂ／１０ＭＨｚ ， －４５ｄＢ／１００ＭＨｚ ， ＠コモンモード

８ 熱鳴り

・ 公会堂内の灯具は熱鳴り対策品とする。

８．５舞台音響設備工事・ 舞台機構設備工事・ 舞台照明設備工事 特記事項

１ 配線経路

対象部位・ 工事留意点

・ 舞台音響設備がノイズの影響を受けないよう関係各社で事前に十分協議する。

２ 遮音壁の貫通部

・ 電気設備工事特記事項を参照。

３ 各機器から発生する騒音

・ 事前にデータを提出し、係員の承諾を受ける。この際、各室の騒音目標値を満足するよう、十分な措置を講ずる。

４ 器具の取付

・ スピーカ、灯具等はビリツキが発生しないよう取り付け方に留意する。

追加補足

内装工事

ａ． 昇降式照明・ 吊バトン・ プロジェクターなど、天井・ 壁に取り付く機器は、次による。

１） 軽量物で軽量鉄骨下地から支持する場合は、設計用地震力の計算に荷重または動荷重を見込む。これ

によらない重量物と可動物は、構造体から、直接、専用の金物で脱落しないように支持する。

２） 取付け金物は、ロックナット ・ ダブルナットなどを使用して、抜戻り防止を行う。

３） 振動・ 発音・ 衝撃が生じる可能性のあるものは、ゴムなどによる防止対策を行う。

４） 天吊の重量可動物の場合は、地震対策としてブレースなどで耐震固定を行う。

大規模天井・

重量天井

適用範囲

・ 国土交通省平成２４年７月３１日報道発表 「 天井脱落対策係る技術基準原案」 を参考にし、公会堂天井

（ 大規模天井・ 重量天井） について適用する。

材料

・ 野縁受の連結材は、ビス留めとする。

・ 野縁クリップは、耐風圧クリップを用いるか、または番線等による留め付け、ビス留めなどをおこなう。

・ ハンガーについては口が開かないようにねじ留め（ ボックスタイプ） をおこなう。

・ ボードは全て、下地に荷重を保持させるため、野縁にビス留めをする。

・ 地震時に生じる力を伝達させる斜め部材は、接合部および斜め部材周囲の部材相互を緊結する箇所は

・ 天井面が地震等で外れても下まで落ちないよう、ロープ等で吊り措置を講じること。

ａ ．

ｂ ．

軽量鉄骨天井下地 下がり壁・ 折上げ天井など、天井に高さ３００ｍｍ以下の段違いがある場合は、野縁受と同材またはａ ．

Ｌ－３０ｘ ３０ ｘ ３（ ｍｍ） 程度以上の部材で、間隔２．７ｍ程度に補強用振止め（ ブレース） を設けて補強し、一体化す工法

軽量鉄骨天井下地

材料・ 工法の選定

る。段差が３００ｍｍを超える場合は設計図による。

ｂ． 天井のふところが１．５ｍ以上の場合は、縦横間隔１．８ｍ程度で均等にＣ－３８ｘ １２ｘ １．２（ ｍｍ） 以上を用いて水平つ

なぎ材を設け、吊りボルトの補強を行う。

ｃ ． 耐震補強

１） 天井下地には耐震ブレースを設ける。耐震ブレースはＣ－３８ｘ １２ｘ １．２（ ｍｍ） 以上を用いて、９㎡以下ごとに

Ｘ・ Ｙ方向それぞれ一対をバランス良く 配置する。間仕切りで囲まれた小規模な天井で、代替処置によりブ

レースを省略する場合は、監理者と協議を行う。

２） ブレースの設置角度は３０度以上６０度以下を原則とする。ブレースは圧縮分力に留意し、圧縮材の検討を

・ 竣工前にノイズ試験を行いノイズ混入の場合は工事範囲内で追加対策を行う。

ない場合は本工事の範囲内で調整を行う。

・ 遮音壁貫通部の前１スパン分は防振支持とする。浮側のダクト ・ 配管類は浮側より支持する。

・ 固定側と浮側の絶縁接続処理は、ダクトはダクト用防振ゴム（ ＫＥ－１０／昭和電線程度） にて、配管（ スプリンクラ

（ １） 測定項目

２節音響性能性能目標値で示した箇所

（ ２） 測定箇所目

永田音響設計、または監督員の指示による。

（ ４） 音響関連工事指導、及び検査測定

・ 機器からの振動影響ある配管、ダクト、ヘッダ類がＮＣ－３０以下の居室の隣接スパンにある部分は防振支持と

貼りする。

スプリンクラーは公会堂内全てを防振支持とする。

対象室内（ 天井内含む） ３ｍ／ｓ以下となるようダクト口径を選定する。

承諾を得る。

ものとする。

工事を行う。

得ること。

行う。

５０ｍｍ程度手前まで敷き込みをする。

をなくす。

口部等）

口部等）

行う。

溶接不可。

ー含む） はフレキシブル配管にて行う。

不可。

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



配置図・ 案内図Ａ１ ： １／１００
Ａ３ ： １／２００

Ｅ－００３

案 内 図

真北

計画地

金沢文庫駅

京浜急行線

国道１６号 至横須賀

至横浜

八景小学校

警察署

郵便局

病院

集合住宅
店舗

法務局

集合住宅・ 店舗

宮川

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



建物断面図Ａ１ ： １／２００
Ａ３ ： １／４００

Ｅ－００４

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



工事区分表（ １）Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－００５

【 共通】

建築内容項目

仮囲い

共通足場

作業足場

請負者事務所、材料置場等

監督員事務所

交通整理員

残材・ 残土処分

工事用電力引込工事

工事用電力引込負担金

工事用電力基本料金

本設電力引込工事

本設後、引き渡しまでの基本料金

本設後、引き渡しまでの使用料金

工事用上下水道引込工事

工事用上下水道引込負担金

工事用上下水道基本料金

本設上下水道引込工事

本設後、引き渡しまでの基本料金

本設後、引き渡しまでの使用料金

工事用電話引込工事

工事用電話引込負担金

工事用電話基本料金

本設電話引込工事

本設後、引き渡しまでの基本料金

本設後、引き渡しまでの使用料金

本設光回線引込工事

本設後、引き渡しまでの基本料金

本設後、引き渡しまでの使用料金

本設ＣＡＴ Ｖ引込工事

工事上の各種申請届出及び費用

既存建物の解体撤去

既存上下水道・ ガス管の撤去

（新築建物による電波障害調査）

事前・ 事後の電波障害調査

消火水槽等でＲＣ造のもの

設備配管用ＲＣ造ピット及び釜場

水槽・ ピット内防水処理

水槽・ ピットのマンホール・ タラップ

ピット内人通孔・ 通気孔・ 通水孔

屋内各種排水溝及び蓋

屋内排水溝端部集水桝及び蓋

排水目皿及び配管

コンクリート基礎（屋内）

コンクリート基礎（屋外）

コンクリート基礎の仕上（屋内）

機器、水槽等のアンカー取付

鋼製基礎及び架台

仮設

電気 空調 衛生 別途

●

備考

備品を含む

●● ● ●

●

●

●

●

外部足場等

残土処分 ●● ● ●

電力 ●

●

●

●

●

●● ●

●● ●

●● ●

試運転を含む

試運転を含む

上下水道

●

●

●

● ●●

● ● 試運転を含む

試運転を含む

申請・ 撤去を含む

申請・ 撤去を含む

●● ● ●

●

●

●

電話 ●

●

●

●

● ●

● ●

●● ● ●

項目 内容 衛生建築 電気 空調 別途 備考

基礎梁の連通管・ 通気管・ 人通管躯体貫通

【 スリーブ・ 開口補強】

各種配管用スリーフ゛及び型枠取付

同上 開口補強

床・ 壁の開口箱入れ

同上 開口補強

各種貫通部の穴埋め及び補修

屋上設備取出口の空隙充填

躯体貫通部の防水処理

天井・ 壁の切り込み、補強

スイッチ・ コンセント等の小開口

壁付器具の裏板補強

貫通部の耐火処理

天井点検口

ＰＳ・ ＤＳ・ ＥＰＳ等の壁面点検口

ベンドキャップ

ドアガラリ

外壁取付ガラリ

同上接続用アングル、防鳥網

各種床面排水金物

造付流しの排水金物

設備機器のドレン

ルーフドレーン取付

屋外縦樋配管・ 取付（地盤面まで）

内樋配管・ 取付

埋戻しピット内の雨水配管

内樋の防露処理

動力操作盤及び電動機端子接続

二次側配管・ 配線

空調用制御機器及び操作機器取

付とその配管・ 配線

衛生用液面制御機器取付とその

配管・ 配線

躯体以外の

開口・ 貫通

防火区画

点検口

ガラリ

雨水排水

動力

制御

衛生器具

同上配管・ 配線（制御盤からカゴ）

昇降機シャフト内の火災感知器

同上配管・ 配線（外部より制御盤）

かご内インターホン・ スピーカー等

動力電源・ 照明電源の供給

中間ビーム、 フ゛ ラケット等の鋼材

同上 穴埋め・ 補修

火災報知器より防災監視盤まで

各階出入口枠等の穴空け・ 補強

搬入用フック及び設置

昇降機シャフト内のコンセント

昇降機ピットの仕上

昇降機ピットのタラップ

昇降機本体

昇降路の躯体

の信号連絡、配管・ 配線

昇降機

防災監視盤

同上制御盤までの一次側配管・ 配線

消火ポンプ制御盤（起動リレー）

消火栓起動用押釦・ 表示灯・ 電話

監視盤

消火栓ボックス消火栓

自動扉・ 本体・ 駆動装置・ 検出装置（ センサー）

・ 配線及び感知器・ 制御盤

各種防災設備の電源・ 二次側配管

自動閉鎖装置を取り付ける防火戸

機械警備監視盤

機械警備用配管

機械警備用センサー及び同配線

ＰＢＸ ・ 電話機

電話用配管及び端子盤

機械警備

電話

項目 内容 衛生建築 電気 空調 別途 備考

ブラインド

カーテン・ 暗幕

カーテンレール

カーテン・ ブラインドボックス

トイレブース

同上 一次側電気配管・ 配線

照明付サイン

一般サイン

消火器本体

消火器ボックス、表示板

カーテン等

サイン

消火器

同上 一次側配管

電動昇降装置

ビデオプロジェクター本体

紙巻器

補助手摺、背もたれ等

視聴覚機器

姿見

大型鏡（製作品）

鏡（一般形状・ 既製品）

同上 給排水管の接続

同上 一次側電気配管・ 配線

トイレ

鏡

電気温水器

吊戸棚・ 水切り棚

電気温水器

同上 給排水管の接続

同上 給排水・ ガス管の接続

流し台・ コンロ台

衛生器具の取付、配管接続

同上に設置する衛生器具

洗面カウンター

流し台等

洗面カウンター

同上 一次側電気配管・ 配線

洗面化粧台本体

家具リストに記載されている機器家具・ 機器

【 家具・ 仕上ユニット ・ その他】

項目 内容 衛生建築 電気 空調 別途 備考

光回線

申請・ 撤去を含む

ＣＡＴＶ

本設後、引き渡しまでの使用料金

本設後、引き渡しまでの基本料金

申請 ●● ● ●

解体撤去

電波障害

同上の調査結果による対策工事

工事施工に関する電波障害調査

（工事施工による電波障害調査）

【 水槽・ ピット ・ 排水溝】

△

△

□

事後調査も含む

躯体水槽

排水溝

●

●

●

●

●

【 各種基礎】

●

●

●

防水とも

防水とも

機器の基礎

●●●

●

●

●

● ●

防水ともコンクリート基礎の仕上（屋外） ●

防振とも

鉄筋補強

鉄筋補強

ＥＶ関係は建築

●

●

●

● ● ●

●●●

●

●●● ●

● ● ●

● ● ●

穴空け補修後の仕上 ●

床貫通スリーフ゛まわりの防水処理 ● 防水層を貫通する場合

● △は墨出し△ △ △

● ● ●△

● ● ●

必要箇所のみ

△は特殊仕上部分

【 点検口・ ガラリ・ 排水設備】

● △ △ △ △は墨出し

排水

【 設備関連】

●
までの配管・ 配線

冷凍機用動力操作盤及び電源の
●

開閉器以降の配管・ 配線

パッケージ型空調機用電源で手元
●

制御盤までの一次側配管・ 配線 ●

●

●

水中ポンプより制御盤までの二次

側配管・ 配線
●

●

●

●

△● △はダクトの接続を示す

●

床下点検口

屋外マンホール、ハンドホール ● ●● 特記による

●

●

●

●●

●

●

●

●

●

警報 ガス漏れ警報装置及び配管・ 配線

化粧マンホール上蓋の表面仕上 ●

便器及び身障者便所の電源 ● 手洗い器も含む

□

□

●

●

□

光回線の配管

サーバー機器類及び設置

ＬＡＮ・ 光回線

□

●

ＬＡＮ回線の配管

ＬＡＮ回線の配線

●

□

【 防災】

防火戸

●

●

●

の切り込み補強及び建具金物

各種防災設備本体・ 駆動装置 ●

自動扉からセンサー（付属スイッチ）

への配管・ 配線
●

本体（ 一次側） までの配管・ 配線 ●

電動シャッター

●

●

●

△ △起動リレー

●

●

【 昇降機】

●

●

●

●

●

●

●

●

出入口扉・ 三方枠及び幕板 ●

●

●

●

●

●

●

●

洗面化粧台

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

□

●

●

●

●

太陽光発電 ソーラーパネル本体

取付用コンクリート基礎 ●

●

●

同上 配管・ 配線

ＥＶ工事

□

□

●

建築図に記載のもの

駐車場の排水 ● ● 埋戻しピット内の配管は建築

●

● ●

□ 配線は別途

排水トラップも含む

排水トラップも含む

オストメイト ●

●

●

●

●

鉄骨架台 ● ●

外構 側溝・ 集水桝

外構 上記以降の排水設備 ●

●

各工事で使用するもの

下水のみ

事後調査も含む

△

△ 外構工事による

放水口ボックス ●

●

【 その他】

舞台機構装置

舞台機構装置の１次側配管配線 ●

●

舞台音響装置の１次側配管配線

舞台音響装置

●

舞台照明装置の１次側配管配線

舞台照明装置 ●

●

壁面等埋込スピーカの開口補強

壁面等埋込スピーカの開口

壁面等埋込スピーカの開口仕上 ●

●

●

舞台上床コンセントの穴あけ ●

ＯＡフロア ●

●

●

ＯＡフロア内機器間配管・ 配線 ●

電機音響測定 ●

建築音響測定 ●

舞台音響設備工事

舞台照明設備工事

舞台音響設備工事
舞台照明設備工事

舞台音響設備工事

舞台機構

舞台音響

舞台照明

調整室

ＯＡフロア

建築音響定

軽食

（テナント ）

テナント内給水

テナント内排水

テナント内ガス

ステンレスフード ●

△

△

△

●

●

●

△バルブ止め

△プラグ止め

△プラグ止め

屋上緑化及び壁面緑化用植栽

自動灌水設備

屋上緑化

●

●

●

駐車場管制 配管用打ち増しコンクリート ●

ループコイル 配管・ 配線 ●

駐車券発行機

出入口ゲート

入口表示灯・ 出庫警報灯

●

●

●

配管用打ち増しコンクリート基礎 ●

同上 １次側電源

同上 １次側給水

●

●

壁面緑化 同上 緑化システム及び土壌 ●

同上 取付部材 ●

同上 取付用アンカー打ち

コントロールボックスまで

ループコイル埋設部

ゲート基礎等

バルブボックスまで

墨出しは植栽工事

システム

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



工事区分表（ ２）Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－００６

信号線（空調工事）

電源供給（電気工事）

（電気工事）

（空調工事）

電源供給（電気工事）

全熱交換器

タイマー（電気工事）

Ｔ

操作線（電気工事）

コントロールスイッチ（空調工事）

操作線（空調工事）

電源供給（電気工事）

ケーブル（衛生工事）

タッチスイッチ

動力盤（電気工事）

ＰＢ（電気工事）

警報用信号線

電源供給（電気工事）

（衛生工事）ストール小便器（衛生工事）

感知フラッシュバルブ

配管（電気工事）
配線（衛生工事）信号線（衛生工事）

補給水槽用電極（衛生工事）

呼水槽用電極（衛生工事）

便器（設備工事）

自動フラッシュバブル制御盤

配管配線（電気工事）

Ｆ

消火ポンプユニット（衛生工事）

警報用信号線（電気工事）

電源供給（電気工事）

排水ポンプ２号機（衛生工事）

排水ポンプ１号機（衛生工事）

満水位用フロートスイッチ（衛生工事）

制御盤（衛生工事）機器付属品

※１台単独運転もこれに順ずる

電源供給（電気工事）

ファンユニット（空調工事）

ＴＨ

渡り配線（電気工事）

サーモスタット（空調工事）

天井扇及びファンユニット

電源供給（電気工事）

電源供給（電気工事）

点滴式潅水ホース

（植栽工事）

電磁弁ボックス（植栽工事）

信号線（衛生工事）

電極（衛生工事）

電源供給（電気工事）

警報用信号線（衛生工事）

信号線（植栽工事）

植栽工事
（一次側給水バルブ以降）

衛生工事

灌水設備コントロールボックス
（植栽工事）

信号線（衛生工事）

Ｐ

消火水槽用電極（衛生工事）

制御用信号線（衛生工事）

Ｐ

自動給水装置（衛生工事）

制御盤（衛生工事）機器付属品

信号線（衛生工事）

電源供給（電気工事）

電源供給（電気工事）

リモコンスイッチ（空調工事）

信号線（空調工事）

ＥＨＰ屋外機（空調工事）

電源供給（電気工事）

中央監視装置（空調工事）

信号線（空調工事）

１ ファン関係（レンジフード．天井扇１００Ｖ）

操作線（電気工事）

スイッチ（電気工事）

トラップ（建築工事）

排水管接続（衛生工事）

立型自在水栓（衛生工事）

給水管接続（衛生工事）

電源供給（電気工事）

発停信号（空調工事）

発停信号線（電気工事）

動力制御盤

スプリンクラーポンプユニット（衛生工事）

制御盤（衛生工事）機器付属品

信号線（衛生工事）

消火水槽用電極（衛生工事）

Ｐ
警報用信号線（電気工事）

電源供給（電気工事）

操作スイッチ（建築工事）

操作線（建築工事）

電源供給（電気工事）

ファン関係サーモ運転（１００Ｖ系）２ ３ ファン関係タイマー運転（１００Ｖ系） ４ 全熱交換器 ５ ＥＨＰ空調機 ６ 屋上・壁面緑化工事

９ 消火ポンプユニット自動給水装置 １０ １１ １２地下ピット排水ポンプ７ 洋風・和風大便器自動フラッシュバルブ小便器フラッシュバルブ ８

１４１３

スプリンクラーポンプユニット

１５ファン関係制御運転（３φ２００Ｖ系） 電動シャッター各室流し台

（電気工事）

電源供給

集中リモコン

（衛生工事）

（衛生工事）

（衛生工事）

（大便器コントローラー）

（空調工事）

ファンユニット（空調工事）
（空調工事）

※２４時間換気系統のスイッチは空調工事付属品

電源供給（電気工事）

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台音響映像設備 特記仕様書Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－００７

設備概要 舞台音響設備は、拡声・再生・録音と舞台運営連絡等の機能を有する設備とし、

以下に示す使用目的および催し物に要求される機能や性能を有するものとする。

式典、集会、講演会などの催し物におけるスピーチ拡声

場内アナウンスや開演ブザー（ミュージックチャイム含）放送

ポピュラー音楽コンサート（ロックコンサートのような大音量を必要としているものを除く）の拡声

コンサート、演劇、音楽劇などの催し物における補助的な拡声機能

ＢＧＭや舞踊の伴奏、演劇の効果音などのソース再生機能

主催者により持ち込み、仮設された音響システムの補助的な拡声機能

舞台運営のための音声モニター、およびインターカム連絡機能

舞台運営のための映像モニター機能

●

●

●

●

●

●

●

●

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事監理指針」最新年度版

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備課監修「建築設備設計基準」最新年度版

「電気設備技術基準」および「電気設備の技術基準の解釈」

国土交通省 官庁施設の総合耐震・対津波計画基準 最新年度版

「懸垂物安全指針・同解説」（（財）日本建築センター）」

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」最新年度版

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」最新年度版

マイクロホン回路など低レベル信号回路に使用する配線は、編組シールドまたはアルミラップシールド付より線

●

および使用目的

式典、集会、講演会、プレゼンテーションにおける映像投写●

「建築設備耐震設計・施工指針」（（財）日本建築センター）」最新年度版

●

●

●

●

●

●

●

●

納入機種の選定 納入機種の選定は設計図書に準拠し、参考型番機種と同等品以上の機種とし長期間の使用において、性能・

機能・操作性が著しく低下しない機種を選定すること。

が図れる場合には積極的に提案し、監督員と協議を行うこと。

ケーブルを使用する。また配線は４芯構造とし、接地された金属管または金属ダクトによりシールドすること。

ＬＡＮ配線はカテゴリー５ｅ以上のケーブルを使用すること。

端末から端末まで通し配線とし、途中アウトレットボックス等でジョイント・接続部を設けてはならない。

ただし、インターカムおよびハイインピーダンススピーカー配線はこの限りではない。

音響信号用単独アース配線は、舞台照明系や動力系などの強電回路配線との混在は絶対に避け、他と混同しない

ように容易に識別できるようにすること。

移動型機器を搭載する置台は転倒しにくい重心、寸法形状とし、ブレーキ付の大口径キャスターとすること。１）

置台上に設置する機器が転倒、落下しないように緊結ワイヤー、ラッシングベルト等で固定すること。２）

音響機器の取付の際、音響機器筐体と躯体は電気的に絶縁し、音響機器の接地は音響信号用単独Ｃ種接地に

に接続する。

収納架をチャンネルベースなどに固定する場合や転倒防止を施す場合などには絶縁シート、絶縁スリーブ

コネクター盤は筐体を共通Ｃ種または共通Ｄ種で接地し、コネクター盤に使用されるコネクターの

信号回路はコネクター盤筐体と絶縁する。（コネクターのＧＮＤ端子はコネクター盤の筐体と絶縁する）

すべての接続ケーブルの両端には、行き先および機器入出力名称を表示札などで表示をすること。

工場製作する設備は現場搬入前に製作工場にて所定の性能に調整後に、検査は工事完了後を想定した自主検査を

１）員数／外観／寸法検査

監督員より承諾をうけた納入仕様書に基づき機器の員数・外観寸法・仕上げ検査を行う。

構成機器についてはシリアルＮｏ管理を行う。寸法公差はＪＩＳＢ０４０５ 粗級（ｃ）に準ずる。

構造検査

機能検査

監督員より承諾をうけた納入仕様書に基づき機器を動作させ、設備の動作について検査を行う。

性能検査

２）

３）

４）

●マイクロホン回路、スピーカー回路極性特性

全てのマイクロホン回路、スピーカー回路についてレベル計、もしくはオシロスコープにてレベル、極性共に

問題ないことを確認する。

マイクロホン回路、スピーカー回路絶縁抵抗

全てのマイクロホン回路、スピーカー回路について各極性間の絶縁抵抗を測定し、５ＭΩ以上であること

を確認する。

●

ＬＡＮ回線規格性能試験

全てのＬＡＮ回線について測定を行い、測定データーを確認する。

●

電源一次－筐体間絶縁抵抗試験

電源一次－筐体間をＤＣ５００Ｖの絶縁抵抗計にて測定し、１０ＭΩ以上を確認する。

※構成機器の破損を防止する必要がある場合は除外とする。

●

電源一次－筐体間耐電圧試験

電源一次－筐体間にＡＣ１０００Ｖを１分間加え異常のないことを確認する。

※構成機器の破損を防止する必要がある場合は除外とする。

●

音響調整卓入出力パッチ部～スピーカー出力制御部パッチ部間オーバーオール特性検査

入力パッチからパワーアンプ出力までの総合特性として、音響調整卓よりライン入力（規定レベル）、

プロセッサー類は内部設定を行い、パワーアンプは定格よりー１０ｄＢダウンの状態で周波数特性

●

歪率（１００Ｈｚ、１ｋＨｚ、１０ｋＨｚ）、ノイズレベルを測定し、データを提出する。

測定器５）

検査に使用する測定器は校正されたものを使用する。（校正証明書を提示すること）

各機器の取付および接続完了後、施工状況および動作確認自主検査を行い正常動作を確認する。異常があった場合

には監督員に報告の上、直ちに調整、修理あるいは部品交換などの処理を行うこと。自主検査の結果は試験成績書

機器を動作させ、所定の性能を満足するか検査を行う。機器製作工場検査の性能検査

（音響調整卓入出力パッチ部～パワーアンプ架スピーカー出力制御部パッチ部間オーバーオール特性検査）

と同じ内容で検査を行う。

調

施工を完了し、自主検査を実施した後、下記表に示す目標音響性能の調整項目について目標性能値が得られるように

音響調整を行う。以下に音響調整・測定時の条件を示す。

・騒音のない状態で行うこと

・舞台関係の幕類および客席椅子が設置された状態で行うこと

・音響調整はＦＦＴベースのアナライザー（ＳＩＭ、Ｓｍａａｒｔ等）を用いて行うこと

・測定に使用する測定器は校正されたものを使用する。（校正証明書を提示すること）

調整は目標音響性能値を基準とするが聴感による調整も行い、用途に適した音量・音質を得られるようにする。

測定にあたって測定計画、要領について電気音響性能測定計画書を作成し、事前に監督員の確認をうけること。

また調整、測定後はその結果を「電気音響測定報告書」としてまとめ提出すること。報告には調整項目について

調整・測定は本ホール客席数と同等以上の劇場、ホールの音響調整・測定を行なった経験を有する者、もしくは

同経験を有する者の立会いの下に行うこと。

の測定データを添付すること。

工事完了後、ホールスタッフに対して機器の取扱、操作方法、緊急時の対処方法、日常保守方法、

その他詳細な説明（トレーニング）を行うこと。

舞台音響設備のホール空間を包括した目標音響性能値を以下に示す。

監督員より承諾をうけた納入仕様書に基づき、機器配置・機器取付、内部配線状態を目視により確認をする。

優先順位 １）質疑応答書 ２）現場指示事項 ３）本設計図 ４）共通仕様

諸手続き 本工事に要する諸関係官公庁への手続きは請負者において遅滞なく履行する。 また、これらに要する費用並びに

書類の作成は本工事に含む。

工

事

概

要

一

般

事

項

●

●

配

管

配

線

工

事

他設備との

施工取合

●マイクロホン

回路の施工

●ＬＡＮ配線

●その他

●音響信号用単独

接地の識別

●ノイズ発生時

の対策

舞台音響設備にてノイズを確認した場合は、発生源側でノイズ発生原因に対して対策を施すものとする。

ただし、舞台音響設備は可能な限り外部からノイズを受けないよう充分留意、検討し工事を行うこと。

機

器

取

付

・

端

末

結

線

工

事

●スピーカー

●移動型機器類

●吊マイク装置

●音響単独接地 １）

２）

を使用するなど、特に注意をすること。

●共通接地

●線札表示等

機

器

製

作

工

場

検

査

行うこと。検査にはテストケーブルを製作、接続し総合試験を行う。その結果は試験成績書として提出すること。

●工場自主検査

●検査項目、内容

・

●施工状況・

動作確認検査

●機能検査

●性能検査

電

気

音

響

整

・

測

定

電気音響調整・

測定要領

●目標音響性能

そ

の

他

動作スピーカー ： プロセニアムスピーカー、サイドスピーカー、ステージフロントスピーカー

●取扱説明

●補償および保証 補償：工事期間中、本工事用資材・機器等の盗難、紛失、消失等の損害、本工事が原因となり

発生する損壊部の修復に要する一切の費用等は、請負者の負担とする。

保証：本設備の瑕疵保証期間は、引渡日より１ヵ年とする。２）

消耗品、および取扱不備が原因による破損、故障については保証の対象とはしない。

１）

３）

保証期間内における音響機器の内部ソフトウェアやファームウェアのヴァージョン管理・更新４）

は請負者が行うものとする。

引渡し後の保守・サービスについては別途契約するものとする。５）

同一の金属ダクトに音響専用電源を含む場合、同配線はマイクロホン回路系とはできる限り離隔すること。●金属ダクト

同一配管内に音響専用電源とマイクロホン回路系配線を混在させないこと。●配管

シールド付ツイストペアケーブル（ＳＴＰ）用コネクターのシールドは、コネクター盤の筺体と絶縁する。３）

施

後

の

検

査

・試

工

運

転

調

整

●

機器を動作させ、所定の機能を満足するか検査を行う。製作工場検査の機能検査と同じ内容で検査を行う。

●マイクロホン回路、スピーカー回路極性特性

各コネクタ盤、コネクタプレートより入力パッチまでの全てのマイクロホン回路、パワーアンプより

マイクロホン回路、スピーカー回路絶縁抵抗

極性特性と同様にマイクロホン回路、スピーカー回路について各極性間の絶縁抵抗を測定し、５ＭΩ以上で

あることを確認する。

●

ＬＡＮ回線規格性能試験

全てのＬＡＮ回線について測定を行い、測定データーを確認する。

●

各スピーカーまでのスピーカー回路についてレベル計、もしくはオシロスコープにてレベル、極性共に

問題ないことを確認する。

●スピーカー極性

設置したスピーカーへ測定用信号をパワーアンプより入力し、スピーカーの極性に問題ないことを確認する。

●

本工事の特記仕様書および図面に記載なき事項は、必要に応じ下記に定める仕様書、標準図等を適用する。

劇場等演出空間電気設備指針２０１４ （一般社団法人電気設備学会 公益社団法人劇場演出空間技術協会）

共通仕様・

●

および適用基準工

事

仕

様

機

器

取

付

・

端

末

結

線

工

事

スピーカー室は建築吸音処理がなされ、小型スピーカーボックスにはスピーカー取付後にフェルト材または

吸音材（グラスウール等）を充填すること。

ホール内スピーカーは取付後の音響調整時にスピーカー方向の調整を行うため、±５°程度の調整可能な施工

を行うこと。

スピーカーは内装仕上げ材やその下地材に接触しないように取付けること。

スピーカーの振れ止めワイヤーは構造体より支持し、内装仕上げ材やその下地材に取付けないようにすること。２）

スピーカー吊り下地材は、適度な安全率と十分な強度で建築構造体に堅固に取付けること。３）

ホール内スピーカー取付に使用するナットはダブルナットを基本とし、施工上困難な場合は監督員と協議の上、４）

シングルナットに緩み止め処理を行い、まし締めのあとマーキング処理を行うこと。その上でワイヤーなどに

よる落下防止処理を行うこと。必要に応じ振止処置を行う。

１）

５）

６）

電動ウィンチは建築構造体へ固定した堅固な鉄骨ベース上に、モーターの振動伝搬を防止するため、

防振ゴム等を介して据え付けること。

自在滑車および取付金具は、天井仕上材や下地材に接触しないような取付とすること。

マイクロホン吊り金具は、落下防止のためケーブル内の補強用ワイヤーと緊結、もしくは製品付属の固定金具

１）

３）

５）

固定すること。

吊りマイク装置には上限、下限のリミットスイッチ、突き上げ防止リミッタ、ケーブル保護用の張力リミッタ、２）

緊急停止機構を備えること。

吊りマイク装置に使用するマイクケーブルは、補強用ワイヤー入りを使用すること。４）

●インバーター等外来ノイズの混入がないことの確認

●ワイヤレスマイクロフォンのデッドポイント及び通信範囲の確認

●スイッチ類、アッテネーター、フェーダー、ボリューム等正常動作のチェック

●音声モニター、楽屋呼出システムの適切な音量の確認

●非常放送設備との連動動作の確認

●設置スピーカーから拡声した際のスピーカー取付支持材ビリツキのないことの確認

●収納架の転倒防止措置及び懸垂物への落下防止措置の確認

●機器設置状況、取付、結線状況の確認

●音声ネットワーク伝送設定、信号伝送状況の確認

映像回線での映像表示の確認

１）

納入機器（製作品を含む）については納入仕様書を提出し、監督員の承諾を得ること。２）

音響機器は開発、およびモデルチェンジサイクルが短いので、本設計図書に挙げられた仕様の機器・器具に３）

ついては施工・納品時に生産が完了、もしくは同仕様でより高性能・高機能の製品が開発、販売されている場合、

監督員と協議の上、これを新製品に変更することができる。また、新たな技術によってシステムの向上、合理化

機器類の取付にあたっては、機器の劣化を防止するため、完工時までの間にほこり、鉄粉、過度の湿気、熱気等に

さらされない対策を講じること。

●取付機器の保護

１）

２）説明の時期や形態、説明書の有無や部数については監督員、もしくは運営スタッフと協議すること。

１）

２）

３）

として提出すること。特に留意する確認項目を以下に示す。

１）舞台音響設備配管配線ルートは、強電回線、舞台照明配線、インバーター回線と十分な離隔距離が確保される

よう、関係工事間で協議調整を行うこと。やむを得ず離隔距離が取れない場合は、双方の配管が平行とならない

２）

ように留意すること。

舞台音響設備配管配線ルートはトランス、配電盤等の強電機器と十分な離隔距離が確保されるよう関係工事間で

協議調整を行うこと。

「劇場等演出空間における音響設備動作特性の測定方法（ＪＡＴＥＴ－Ｓ－６０１０：２０１６）」●

（一般社団法人電気設備学会 公益社団法人劇場演出空間技術協会）

本仕様書に記載なきことは、「劇場等演出空間における音響設備動作特性の測定方法（ＪＡＴＥＴ－Ｓ－６０１０：

２０１６）」に準拠した測定条件とする。

・伝送周波数特性

測定点

目標性能値

分析条件

下手または上手側の半分の客席５０席につき１ポイントを目安とする

１６０Ｈｚ～５ｋＨｚにてバラツキ１０ｄＢ以内

１／３オクターブ分析、Ｚ、またはＦＬＡＴ特性音圧レベル

・音圧レベル分布

測定点

目標性能値

分析条件

下手または上手側の半分の客席４席あたり１ポイントを目安とする

バラツキ８ｄＢ以内

Ｚ、またはＦＬＡＴ特性音圧レベル

音源 ４ｋＨｚオクターブバンドノイズ

・安全拡声利得

測定点

目標性能値

分析条件

客席中央部

－１０ｄＢ以上

Ｚ、またはＦＬＡＴ特性音圧レベル

・最大再生音圧レベル

測定点

目標性能値

分析条件

客席中央部

９５ｄＢ以上

Ｚ、またはＦＬＡＴ特性音圧レベル

・残留雑音レベル

測定点

目標性能値

客席中央部

ＮＣ２５以下

拡声マイクロホン位置 舞台前部中央、下手司会者位置

●

横浜市建築局「電気設備工事特則仕様書」最新年度版●

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台音響映像設備 工事区分表Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－００８

Ｎｏ 工 事 内 容 備 考

１ 舞台音響設備機器供給、設置 ○

２ 同上 機器間配管配線

３ 音響専用電源分電盤

４ 同上 音響分電盤までの一次側配管配線

５ 同上 ２次側配管配線

６ 同上 ２次側配管配線用点検口の設置

７ 音響単独電源トランスの設置

８
音響用接地工事およびその音響設備への供給

単独：Ｃ種（信号用）／Ｂ種（２次側中性点用）、共通：Ｃ種（セハ゜レータ用）／Ｄ種（保安用）

９ 音響用接地線の結線

１０ 非常連動カット信号（ＤＣ２４Ｖ）の舞台音響設備への供給

１１ 非常連動カット信号（ＤＣ２４Ｖ）の音響設備への結線

１２

１３

１４

１５

舞台床コネクタボックス取付の開口部の墨だし

１６

同上 舞台床開口、および開口補強（ザグリ部含む）

１７ 調整室フリーアクセスフロアとその開口、および開口補強

１８

１９

調整室モニタースピーカー吊パイプの製作、および取付

２０

２１

調整室開閉窓工事

２２

調整室手元照明用ライティングダクト、および手元照明器具

２３

調整室単独空調工事

２４

調整室内部吸音処理

２５

２６

２７

２８

２９

３０

プロセニアムスピーカ取付メインフレーム及び昇降装置

３１

３２

３３

同上 点検用キャットウォーク等設置工事（開口含）

３４

３５

３６

サイドスピーカー取付用一次金具

３７

同上 開口部の化粧用サランネット張り（枠製作、取付含）

３８

同上 スピーカー前面開口、および開口補強

３９

４０

同上 スピーカー室内部吸音処理

４１

４２

ステージフロントスピーカー取付一次金具

４３

同上 取外可能開口部の化粧用サランネット張り（枠製作、取付含）

４４

同上 スピーカー前面開口、および開口補強

４５

４６

４７

区 分

建 電 空 給 昇 外 機 照 音 別

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

５５

固定はね返りスピーカー取付一次金具

電動３点吊りマイク装置電動ウインチ取付メインフレームの設置工事

同上 点検用キャットウォークおよびタラップ、デッキ等設置工事

同上 天井貫通滑車用開口部墨だし

同上 天井貫通滑車用開口、および開口部補強

同上 天井開口部の仕上げ処理

親子室、ホワイエ、楽屋系スピーカー天井開口部墨だし

同上 天井下地開口処理、および開口補強

同上 天井ボード開口

運営用映像モニターテレビ電源コンセントへの電源（ＡＣ１００Ｖ）供給

運営用映像モニターテレビ電源コンセントの取付、および結線

電気音響に関する調整、および測定と報告書作成

建築音響に関する調整、および測定と報告書作成

インバータノイズ対策

建：建築 電：電気設備 空：空調設備 給：給排水衛生設備 昇：昇降機設備 外：外構・植栽 機：舞台機構設備 照：舞台照明設備 音：舞台音響設備 別：別途

ノイズ発生側が改善処置を行う

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

躯体開口、および開口補強 ○

コネクター盤裏ボックス取付 ○

コネクター盤用壁、および床開口とその開口補強 ○

同上 床補強及び転倒防止ワイヤー用アングル取付部補強 ○

同上 取付キャットウォークに取付用ボルト穴及び補強 ○

本工事は、舞台音響・映像設備機器供給、取付結線及び調整の一切を行うものとする。

ただし、関連する他工事との区分については下記の通りとする。

記載されていない事項や変更が生じた場合には、監督員と協議しその指示をあおぐこと。

４８

４９

○

○

同上 スピーカーケーブルリール取付

同上 スピーカーケーブルリール取付用架台

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台音響設備 機器構成表（ １）Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－００９

機 器 名 称 仕 様 備 考番号 数 量機 器 名 称 仕 様 備 考番号 数 量

Ａ 舞台音響設備

１ 音響調整卓 ＜１ 式＞

１） デジタルミキシングコンソール 構成：モノラルｘ６４、ステレオｘ８、ミックスｘ２４、ＤＣＡｘ１６、マトリクスｘ８ １ 台

フェーダーｘ２６、ユーザーデファインキーｘ１６、ユーザーデファインノブｘ４、シーンメモリー：３００

デジタルオーディオ伝送経路２重化（Ｐｒｉｍａｒｙ／Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）

２） メーターブリッジ 専用メーターブリッジ １ 台

３） 照明ランプ 高輝度白色ＬＥＤｘ４、コネクター：ＸＬＲ－４－３１タイプ ２ 本

１） ＣＤプレーヤー ２ｃｈ、使用ディスク １２ｃｍ ＣＤ／ＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷ、再生可能フォーマット オーディオＣＤ／ＷＡＶ／ＭＰ３、 ２ 台

アナログ・バランス／アンバランス出力、及びデジタル出力（ＣＯＡＸＩＡＬ，ＯＰＴＩＣＡＬ，ＡＥＳ／ＥＢＵ）、

ピッチコントロール ±１６％、収納ケース付

２） ＣＦ／ＣＤレコーダー 録音／再生メディア：ＣＦカード，ＳＤ／ＳＤＨＣカード，ＵＳＢメモリー，ＣＤ－Ｒ，ＣＤ－Ｒ ＤＡ，ＣＤ－ＲＷ，ＣＤ－ＲＷ ＤＡ、 ２ 台

録音／再生フォーマット：ＷＡＶ，ＭＰ３，ＣＤ－ＤＡ、

ＸＬＲアナログバランス／ＲＣＡアナログアンバランス入出力、デジタル入出力、収納ケース付

４） ９．７インチ（対角）ＬＥＤバックライトＭｕｌｔｉ－Ｔｏｕｃｈディスプレイ、解像度 ２０４８ｘ１５３６、 １ 台

５） 制御用パソコン ノート型、ソフトウェアインストール・セットアップ含 １ 台

以下の機器に対応するソフトウェアの動作基準に準拠した構成とすること

：音響調整卓、デジタルマルチプロセッサー

６） アクセスポイント 無線ＬＡＮ規格 ５ＧＨｚ帯：ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ／ｎ／ａｃ、２．４ＧＨｚ帯：ＩＥＥＥ ８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ、デュアルバンド対応、 １ 台

内蔵アンテナ２．４ＧＨｚ／５ＧＨｚ帯兼用ｘ２、ＰｏＥ受電可能、取付金具・電源アダプター付

３） 電源ユニット 出力電力 総合計：最大１５００Ｗ、Ａ系統ｘ８、ディレイ付Ｂ系統ｘ４、スイッチ非連動ｘ１ １ 台

７） 置台 特型、脚部：スチール製、天面：木製合板、組立配線含 １ 台

４） 移動型置台 特型、キャスター付、接続コネクターパネル、ブランクパネル付、組立配線含、接続ケーブル付 １ 台

３ 録音再生機器類 ＜１ 式＞

１） パワードスピーカー ２Ｗａｙパワード、構成：５インチＬＦｘ１、１インチＨＦｘ１、 ２ 台

アンプ定格出力 ＬＦ：４０Ｗ（ＴＨＤ＝０．０２％，ＲＬ＝４Ω）／ＨＦ：２７Ｗ（ＴＨＤ＝０．０２％，ＲＬ＝６Ω）、

最大出力音圧レベル １０１ｄＢ ＳＰＬ（１ｍ）、周波数特性 ５０Ｈｚ～４０ｋＨｚ（－１０ｄＢ）、重量 ７．９ｋｇ

２） 取付金具 特型、パイプ取付型、ケーブル付 ２ 台

３） ラインコンセントプレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：１連新金属プレートｘ２枚 ２ 組

４ 入出力パッチ架／パワーアンプ架 ＜１ 式＞

１） システムリモートパネル 特型、システム統括コントロール部 １ 面

システム電源スイッチ（舞台音響設備）

各システム電源スイッチは自照式ノンロック型、バリア付を使用する

各システムの電源投入・切断の操作を行うスイッチで、システムを構成する各機器の電源を適正な順番、

タイミングで投入と切断を行う（起動中はスイッチはフリッカ、ＯＮ時点灯、ＯＦＦ時消灯）

システム電源は舞台袖で電源起動可能なため電源投入を行った場所を表示する

スピーカー選択スイッチ：

スイッチは自照式ノンロック型を使用、「スピーカー出力制御部」内のスピーカーリレーをリモート操作

スピーカーＯＮ／ＯＦＦはスピーカー毎ＯＮ／ＯＦＦおよび選択されたスピーカーの系統一括ＯＮ／ＯＦＦを可能とする。

また、ホール内のスピーカーを一括でＯＦＦができるＡＬＬ ＭＵＴＥ機能を備える。

非常放送起動表示

非常放送設備から非常制御信号を受けた場合に全てのスピーカーリレーを切断し、非常放送中の表示

（赤色フリッカ）を行う。

開演ブザー制御

スイッチは自照式ノンロック型を使用、音源選曲（４曲程度）、スタート、ストップリモート制御

デジタルマルチプロセッサーシーン（パターン）制御

スイッチは自照式ノンロック型を使用、「デジタルマルチプロセッサー」のシーン（パターン）を選択

（４シーン程度）制御

２） 開演ブザー装置 録音／再生メディア：ＣＦカード，ＳＤ／ＳＤＨＣカード，ＵＳＢメモリー、録音／再生フォーマット：ＷＡＶ，ＭＰ３、 １ 台

録音／再生フォーマット：ＷＡＶ，ＭＰ３，ＣＤ－ＤＡ、

６） デジタルマルチプロセッサー マイク／ライン入力ｘ８、ステレオライン入力ｘ２、アナログモノ出力ｘ８、ＹＤＩＦ入出力端子、 １ 台

６４イン６４アウトＤａｎｔｅ入出力端子、再生用ＳＤメモリーカードスロットｘ１付、プリセットメモリー ５０個

７） パッチパネル 特型、回路数及び機能は系統図を参照 １ 面

８） 入出力ボックス マイク／ライン入力ｘ１６、ライン出力ｘ８、Ｄａｎｔｅネットワーク接続 １ 台

リモートヘッドアンプ機能：デジタルミキシングコンソールより制御

１０） ４ｃｈパワーアンプ ＤＳＰエンジン内蔵、定格出力 １８００Ｗｘ４（８Ω）、消費電力 ３０００Ｗ（１／８出力）、 ２ 台

全高調波歪率 標準０．１％（Ｆｌａｔ ｓｅｔｕｐ）

１１） ２ｃｈパワーアンプ 定格出力 １０００Ｗｘ２（１ｋＨｚ，ＴＨＤ＋Ｎ＝１％、８Ω）、消費電力 ９５０Ｗ（１／８出力、４Ωピンクノイズ）、 ４ 台

ＳＮ比 １０６ｄＢ（２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ，ＤＩＮ ＡＵＤＩＯ）、全高調波歪率 ０．１％以下（２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ，１／２出力，ＲＬ＝４Ω）、

電圧利得 ３２ｄＢ（ＲＬ＝８Ω）、

冷却ファン ２ｘ可変スピードファン、前面アッテネーターｘ２（３１ポジション）付

１２） ８ｃｈパワーアンプ 定格出力 ２８０Ｗｘ８（１ｋＨｚ，ＴＨＤ＋Ｎ＝１％、８Ω）、消費電力 ４５０Ｗ（１／８出力、４Ω）、 １ 台

ＳＮ比 １００ｄＢ以上（Ａ－ｗｅｉｇｈｔｅｄ）、全高調波歪率 ０．２％以下（１ｋＨｚ，１／２出力，４Ω）、

電圧利得 ３１．７ｄＢ（２８０Ｗ／８Ω）、冷却ファン ３段階変速ファンｘ２、Ｄａｎｔｅネットワーク対応

１３） 入出力パッチパネル 特型、回路数及び機能は系統図を参照、スルースイッチ付、ライン出力回路は出力リレー付とする ２ 面

１４） スピーカー出力制御部 特型、回路数及び機能は系統図を参照、 ２ 台

スルースイッチ，出力リレー付（非常断制御はリレー回路断による）、１６回路

１６） 無停電電源 ラインインタラクティブ運転方式、停電時切替時間 ５ｍｓ（通常）／１０ｍｓ（最大）、 １ 台

最大出力容量 １２００ＶＡ／１２００Ｗ（標準プラグ使用時）

１７） メイン電源制御部 特型、リモート開閉器（ブレーカー）使用、受電確認ＬＥＤ表示（全系統） １ 台

各電源制御部の総合制御部、電源起動時の設定や出力制御の設定、変更を行なえるものとする。

１８） 電源制御部 特型、リモート開閉器（ブレーカー）使用、受電確認ＬＥＤ表示（全系統） １ 台

１９） 端子部 特型、機器間接続ケーブル及び外線処理用 ３ 面

音声用角型マルチコネクター、スピーカー出力用ネジ端子、制御用コネクター付

２０） 収納架 ＥＩＡ規格１９インチラック、組立配線含、転倒防止処置含 ３ 架

３） 制御用ＬＡＮスイッチ インテリジェントＬ２スイッチ、ＬＡＮポート数 ８、ＳＦＰ増設可能スロット数 １、コンソールポートｘ１、 １ 台

スイッチング容量 １８Ｇｂｉｔ／ｓ、ファンレス、電源内蔵（電源スイッチなし）、ラックマウント金具付

ＬＡＮマップＬｉｇｈｔ搭載、ＳＦＰモジュール付

４） 音声用ＬＡＮスイッチ インテリジェントＬ２スイッチ、ＬＡＮポート数 １６、ＳＦＰ増設可能スロット数 ２、コンソールポートｘ１、 ２ 台

スイッチング容量 ３６Ｇｂｉｔ／ｓ、ファンレス、電源内蔵（電源スイッチなし）、ラックマウント金具付

ＬＡＮマップＬｉｇｈｔ搭載、ＳＦＰモジュール付

５） ネットワークコントローラー ＬＡＮポートｘ３（１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ）※ＬＡＮ１ポートは８ポートＬ２スイッチ １ 台

ＬＡＮマップ、ダッシュボード機能、パワーオフログ保存機能、外部メモリー（ＵＳＢ／ＭｉｃｒｏＳＤ）対応

電源内蔵（電源アダプターなし）、ラックマウント金具付

５ 下手袖操作架 ＜１ 式＞

１） パッチパネル 特型、回路数及び機能は系統図を参照 １ 面

２）

３）

入出力ボックス マイク／ライン入力ｘ３２、ライン出力ｘ１６、ＡＥＳ／ＥＢＵ出力ｘ４、Ｄａｎｔｅネットワーク接続 １ 台

リモートヘッドアンプ機能：デジタルミキシングコンソールより制御

スピーカーパッチパネル 特型、回路数及び機能は系統図を参照 １ 面

４） システムリモートパネル 特型、システム統括コントロール部 １ 面

システム電源スイッチ（舞台音響設備）

各システム電源スイッチは自照式ノンロック型、バリア付を使用する

各システムの電源投入・切断の操作を行うスイッチで、システムを構成する各機器の電源を適正な順番、

タイミングで投入と切断を行う（起動中はスイッチはフリッカ、ＯＮ時点灯、ＯＦＦ時消灯）

システム電源は舞台袖で電源起動可能なため電源投入を行った場所を表示する

スピーカー選択スイッチ：

スイッチは自照式ノンロック型を使用、「スピーカー出力制御部」内のスピーカーリレーをリモート操作

スピーカーＯＮ／ＯＦＦは選択されたスピーカーの系統一括ＯＮ／ＯＦＦを可能とする。

また、ホール内のスピーカーを一括でＯＦＦができるＡＬＬ ＭＵＴＥ機能を備える。

非常放送起動表示

非常放送設備から非常制御信号を受けた場合に全てのスピーカーリレーを切断し、非常放送中の表示

（赤色フリッカ）を行う。

開演ブザー制御

スイッチは自照式ノンロック型を使用、音源選曲（４曲程度）、スタート、ストップリモート制御

７）

８） 端子部 特型、機器間接続ケーブル及び外線処理用 １ 面

音声用角型マルチコネクター，制御用コネクター付

９） 収納架 ＥＩＡ規格１９インチラック、組立配線含、転倒防止処置含 １ 架

７ コンセント盤類 ＜１ 式＞

１） 舞台袖コンセント盤（下手） 特型、自立型、回路数は系統図及び姿図を参照 １ 台

４） マイクコネクタープレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：２連新金属プレート ５ 面

５） 舞台床マルチコネクターボックス 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、コネクターキャップ付、仕上：アルミダイキャスト塗装（蓋部） ２ 個

６） 舞台床マイクコネクターボックス 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、コネクターキャップ付、仕上：アルミダイキャスト塗装（蓋部） ６ 個

７） 舞台床スピーカーコネクターボックス 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、コネクターキャップ付、仕上：アルミダイキャスト塗装（蓋部） ５ 個

８ 三点吊マイク装置 ＜１ 式＞

１） 三点吊マイク装置 構成：電動巻上機ｘ３、天井貫通滑車ｘ３、ステレオバーｘ１他、 １ 組

２） リモート操作器 接続ケーブル１５ｍ付 １ 台

３） 取付金具 特型 １ 組

９ エアモニターマイク装置 ＜１ 式＞

１） コンデンサー型 コンデンサー型、指向特性 超指向性、周波数特性 ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ、インピーダンス ６００Ω以下、 ２ 本

寸法 φ２０．８ｘ２５３ｍｍ、ローカットフィルター付

タブレットＰＣ

６４ビットアーキテクチャー搭載Ａ９チップ／組込型Ｍ９コプロセッサー、通信方式 Ｗｉ－Ｆｉ、容量 ３２ＧＢ

２ モニタースピーカー ＜１ 式＞

入出力カード（アナログ８系統入出力、２４ｂｉｔ、９６ｋＨｚ対応）付属

ＸＬＲアナログバランス／ＲＣＡアナログアンバランス入出力、デジタル入出力

チャイム音源（ブザー＋メロディ４曲）を組込、予備用音源ＣＤ付

９） スピーカーコントローラー １ 台音声 ２入力３出力、センス入力ｘ４、デジタル入力：ＡＥＳ／ＥＢＵｘ２ｃｈ、Ｄａｎｔｅｘ２ｃｈ、ＵＳＢｘ２ｃｈ、

サンプリングレート ９６ｋＨｚ／６４ビット（内部処理）

ネットワークカード（デジタル４ｃｈ入力、２４ｂｉｔ、４８ｋＨｚ、伝送規格 Ｄａｎｔｅネットワークオーディオ ）付属

電源制御部 特型、リモート開閉器（ブレーカー）使用、受電確認ＬＥＤ表示（全系統） １ 台

６ ワイヤレスマイク装置 ＜１ 式＞

１） ワイヤレスアンテナ １／２波長アンテナ、対応周波数帯域 ４７０～８１４ＭＨｚ、ブースター（ゲイン ３／１０ｄＢ選択）付属 ４ 台

２） アンテナ取付金具 特型 ４ 台

３） ワイヤレス受信機 受信周波数 ７７９．１２５－７８７．８７５ＭＨｚ，７９７．１２５－８０５．８７５ＭＨｚ，８０６．１２５－８０９．７５０ＭＨｚ、 ２ 台

受信チャンネル １７２チャンネルのうち２チャンネル（Ａ２＋Ａ＋Ｂ）、１／２λホイップアンテナｘ２付

４） ハンド型マイクロフォン ダイナミック型、指向特性 カーディオイド、送信周波数 ８０６．１２５～８０９．７５０ＭＨｚ、 ４ 本

周波数特性 ５０～１５０００Ｈｚ、寸法 φ４６ｘ２５２ｍｍ、ミュートスイッチ付

５） タイピン型マイクロフォン 送信周波数 ８０６．１２５～８０９．７５０ＭＨｚ、周波数特性 ５０～１５０００Ｈｚ、単一指向性ラベリアマイク付属 ４ 台

６） ヘッドウォーン型マイクロフォン バックエレクトレット・コンデンサー型、指向特性 単一指向性、周波数特性 １００～１５０００Ｈｚ、 ２ 本

マイクユニット寸法 φ１０ｘ２３ｍｍ、ケーブル長 １．４ｍ

３） 客席後部コンセント盤 特型、床設置型、回路数は系統図及び姿図を参照 １ 台

２） 取付金具 特型、防振型 ２ 台

１５） 出力トランス部 ハイインピーダンス用、出力 ７０Ｖ／１００Ｖ、８ｃｈ １ 台

５） 制御用ＬＡＮスイッチ インテリジェントＬ２スイッチ、ＬＡＮポート数 ８、ＳＦＰ増設可能スロット数 １、コンソールポートｘ１、 １ 台

スイッチング容量 １８Ｇｂｉｔ／ｓ、ファンレス、電源内蔵（電源スイッチなし）、ラックマウント金具付

ＬＡＮマップＬｉｇｈｔ搭載、ＳＦＰモジュール付

６） 音声用ＬＡＮスイッチ インテリジェントＬ２スイッチ、ＬＡＮポート数 ８、ＳＦＰ増設可能スロット数 １、コンソールポートｘ１、 ２ 台

スイッチング容量 １８Ｇｂｉｔ／ｓ、ファンレス、電源内蔵（電源スイッチなし）、ラックマウント金具付

ＬＡＮマップＬｉｇｈｔ搭載、ＳＦＰモジュール付

２） 舞台袖コンセント盤（上手） 特型、自立型、回路数は系統図及び姿図を参照 １ 台

最大吊り荷重 ２０ｋｇ、最大巻上速度 １０ｍ／ｍｉｎ、最大ケーブル巻取り長さ ３０ｍ

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面
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電気
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舞台音響設備 機器構成表（ ２）Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－０１０

１０ プロセニアムスピーカー ＜１ 式＞

１） スピーカーＡ ２Ｗａｙ、構成：１０インチＬＦｘ１、１．４インチＨＦｘ１、指向角度 水平：８０°，垂直：１２．５°、 ３ 台

推奨パワーアンプ出力 ７５０Ｗ（８Ω／１キャビネット）、音圧レベル １００ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、

３） 取付金具 特型、スピーカーケーブルリール含む、落下防止ワイヤー，振れ止めワイヤー処理含む １ 組

１１ サイドスピーカー ＜１ 式＞

１） スピーカー ２Ｗａｙ、構成：１０インチＬＦｘ１、１．４インチＨＦｘ１、 ６ 台

指向角度 水平：８０°（オプションにより１２０°に対応可能），垂直：１２．５°、

推奨パワーアンプ出力 ７５０Ｗ（８Ω／１キャビネット）、音圧レベル １００ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、

２） サブウーハー 構成：１５インチＬＦｘ１、推奨パワーアンプ出力 ９００Ｗ（８Ω／１キャビネット）、 ２ 台

音圧レベル １０１ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、周波数特性 ４０Ｈｚ～１２０Ｈｚ（－６ｄＢ）、インピーダンス ８Ω、重量 ４０ｋｇ

３） インフィルスピーカー ２Ｗａｙ、構成：４インチＬＦｘ２、１インチＨＦｘ１、指向角度 水平：９０°，垂直：４０°、 ２ 台

推奨パワーアンプ出力 ２５０～４００Ｗ（１６Ω）、音圧レベル １００ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、

周波数特性 １１０Ｈｚ～２０ｋＨｚ（±３ｄＢ）、インピーダンス １６Ω、重量 ５ｋｇ

４） 取付金具 特型、落下防止ワイヤー含む ２ 組

１２ 固定はねかえりスピーカー ＜１ 式＞

１） スピーカー ２Ｗａｙ、構成：２５０ｍｍ（１０インチ）ＬＦｘ１、４５ｍｍ（１．７５インチ）ＨＦｘ１、 ２ 台

指向角度 水平：５０°～１００°，垂直：５５°（ホーン４方向回転可能）、

推奨パワーアンプ出力 ５００～１２５０Ｗ（８Ω）、音圧レベル ９９ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、

２） 取付金具 特型、落下防止ワイヤー含む ２ 組

１３ ステージフロントスピーカー ＜１ 式＞

１） スピーカー 同軸２Ｗａｙ、構成：１３０ｍｍＬＦｘ１、２０ｍｍＨＦｘ１、指向角度 ９０°円錐、許容入力 １２０Ｗ（プログラム）、 ６ 台

音圧レベル ８７ｄＢ（１Ｗ＠１ｍ）、周波数特性 ９０Ｈｚ～３０ｋＨｚ（－３ｄＢ）、

トランスタップ ３０／１５／７．５／３．７５Ｗ（７０Ｖ），３０／１５／７．５Ｗ（１００Ｖ）、インピーダンス １６Ω、重量 ３．２５ｋｇ

２） 取付金具 特型 ６ 組

１４ 調光系モニタースピーカー ＜１ 式＞

１） パワードスピーカー ２Ｗａｙパワード、構成：５インチＬＦｘ１、１インチＨＦｘ１、 ２ 台

アンプ定格出力 ＬＦ：４０Ｗ（ＴＨＤ＝０．０２％，ＲＬ＝４Ω）／ＨＦ：２７Ｗ（ＴＨＤ＝０．０２％，ＲＬ＝６Ω）、

最大出力音圧レベル １０１ｄＢ ＳＰＬ（１ｍ）、周波数特性 ５０Ｈｚ～４０ｋＨｚ（－１０ｄＢ）、重量 ７．９ｋｇ

２） 取付金具 特型、パイプ取付型 ２ 台

３） ラインコンセントプレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：１連新金属プレートｘ２枚 ２ 組

１６ 舞台袖スピーカー ＜１ 式＞

１） 壁付型 １６ｃｍコーン型、定格入力 ３Ｗ、音圧レベル ９２ｄＢ（１Ｗ／１ｍ）、周波数特性 １５０Ｈｚ～１３ｋＨｚ、 ２ 台

インピーダンス ３．３ｋΩ（３Ｗ）／１０ｋΩ（１Ｗ）、重量 ２．１ｋｇ、壁掛型

２） 音量調整器 入力容量 ０．５～６Ｗ、音量調節 ５段階 ２ 面

１８ ホワイエ系スピーカー ＜１ 式＞

１） スピーカー 構成：３．５インチフルレンジｘ１、指向角度 １４０°円錐、許容入力 ４０Ｗ（ＰＧＭ）、 １２ 台

音圧レベル ８７ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、周波数特性 ７１Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－１０ｄＢ）、

１９ 楽屋系スピーカー ＜１ 式＞

１） 天井埋込型 １６ｃｍコーン型、定格入力 ３Ｗ、音圧レベル ９５ｄＢ（１Ｗ／１ｍ）、周波数特性 ９０Ｈｚ～１５ｋＨｚ、 ８ 台

インピーダンス ３．３ｋΩ（３Ｗ）／１０ｋΩ（１Ｗ）、樹脂枠・アルミネット付、重量 ９７０ｇ、音量調節器付、天井埋込型

２０ 移動型スピーカー（ステージモニター） ＜１ 式＞

１） スピーカー ２Ｗａｙ、構成：１２インチＬＦｘ１、１．４インチＨＦｘ１、指向角度 水平：９０°，垂直：４０°、 ６ 台

許容入力 ３５０Ｗ（ＰＧＭ）、音圧レベル ９６ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、

周波数特性 ４８Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－１０ｄＢ）、インピーダンス ８Ω、重量 １３．９ｋｇ

２１ 移動型スピーカー ＜１ 式＞

１） スピーカー ２Ｗａｙパワード、構成：１５インチＬＦｘ２、２インチＨＦｘ１、指向角度 水平：９０°，垂直：６０°、 ２ 台

アンプ定格出力 ＬＦ：８５０Ｗ／ＨＦ：４５０Ｗ，トータル １３００Ｗ、最大出力音圧レベル １３８ｄＢ ＳＰＬ（＠１ｍ）、

２２ 移動型ミキサー ＜１ 式＞

１） デジタルミキシングコンソール 構成：モノラルｘ３２、ステレオｘ８、ミックスｘ１６、ＤＣＡｘ１６、マトリクスｘ８ １ 台

フェーダーｘ１８、ユーザーデファインキーｘ１２、シーンメモリー：３００

デジタルオーディオ伝送経路２重化（Ｐｒｉｍａｒｙ／Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）

２３ 移動型ＣＤプレーヤー ＜１ 式＞

１） ＣＤプレーヤー ２ｃｈ、使用ディスク １２ｃｍ ＣＤ／ＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷ、再生可能フォーマット オーディオＣＤ／ＷＡＶ／ＭＰ３、 ２ 台

アナログ・バランス／アンバランス出力、及びデジタル出力（ＣＯＡＸＩＡＬ，ＯＰＴＩＣＡＬ，ＡＥＳ／ＥＢＵ）、

ピッチコントロール ±１６％、収納ケース付

２４ マイクロフォン ＜１ 式＞

１） ダイナミックマイクロフォン（Ａ） ダイナミック型、指向特性 単一指向性（スーパーカーディオイド）、周波数特性 ５０Ｈｚ～１６０００Ｈｚ、 ４ 本

インピーダンス １５０Ω、寸法 φ５３ｘ１６４ｍｍ

２） ダイナミックマイクロフォン（Ｂ） ダイナミック型、指向特性 単一指向性（スーパーカーディオイド）、周波数特性 ５０Ｈｚ～１６ｋＨｚ、 ４ 本

インピーダンス １５０Ω、寸法 φ４２．５ｘ１６０ｍｍ

３） ダイナミックマイクロフォン（Ｃ） ダイナミック型、指向特性 単一指向性（カーディオイド）、周波数特性 ５０Ｈｚ～１５ｋＨｚ、 ８ 本

インピーダンス １５０Ω、寸法 φ５１ｘ１６５ｍｍ

４） コンデンサーマイクロフォン（Ａ） コンデンサー型、指向特性 カーディオイド、周波数特性 ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ、インピーダンス ２００Ω以下、 ４ 本

寸法 φ１９ｘ１６０ｍｍ、パッド ０／－１０／－２０ｄＢ、３段階ローカットフィルター付

５） コンデンサーマイクロフォン（Ｂ） コンデンサー型、指向性３パターン切替式（単一指向／双指向／無指向性）、周波数特性 ２０～２０ｋＨｚ、 ４ 本

感度 ２８ｍＶ／Ｐａ、Ｓ／Ｎ比 ７９ｄＢ－Ａ、パッド －２０ｄＢ、ローカットフィルター Ｆｌａｔ／３００Ｈｚ（１２ｄＢ／ｏｃｔ）

６） コンデンサーマイクロフォン（Ｃ） 指向特性 無指向性、周波数特性 ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ、インピーダンス １ｋΩ、 ４ 台

寸法 マイクヘッドφ４．８ｍｍ、ケーブル長 １．６ｍ

７） コンデンサーマイクロフォン（Ｄ） ＤＣバイアスコンデンサー型、指向特性 Ｍｉｄ＝単一指向性／Ｓｉｄｅ＝両指向性、周波数特性 ２０Ｈｚ～１８ｋＨｚ、 １ 本

インピーダンス ２５０Ω（１ｋＨｚ）、寸法 φ２０．５（グリップ部）ｘ１７３ｍｍ

２５ スタンド類 ＜１ 式＞

１） マイクスタンド（Ａ） 有効伸張 φ１７０ｘ２５０～３８０ｍｍ ２ 本

２） マイクスタンド（Ｂ） 寸法 φ１７０ｘ２６０ｍｍ ８ 本

３） マイクスタンド（Ｃ） ストレート型２段式、高さ調整範囲 ８９０～１５９０ｍｍ ８ 本

４） マイクスタンド（Ｄ） ブーム型２段式、高さ調整範囲 ９００～１６０５ｍｍ、ブーム長 ８４０ｍｍ ８ 本

５） マイクスタンド（Ｅ） ブーム型２段式、高さ調整範囲 ４２５～６４５ｍｍ、ブーム長 ４７０～７７５ｍｍ ４ 本

６） スピーカースタンド ハンドル・プッシュボタン方式、高さ調整範囲 １３８５～２１８０ｍｍ ４ 本

２６ 予備品・付属品 ＜１ 式＞

１） マイクケーブル（パッチケーブル含む） ０．５ｍ×５０本、１ｍ×３０本、３ｍ×２０本、５ｍ×２０本、１０ｍ×１６本、１５ｍ×６本、２０ｍ×６本、 １ 式

２） マルチマイクケーブルシステム（１６ｃｈ） ５ｍマルチマイクケーブル×２本、１０ｍマルチマイクケーブル×２本、マルチマイクボックス（パラパラ）×４個 １ 式

３） スピーカケーブル ０．５ｍ×４本、１ｍ×４本、２ｍ×４本、５ｍ×４本、１０ｍ×４本、 １ 式

４） ＬＡＮケーブル １ｍ×４本、３ｍ×４本、５ｍ×４本、１０ｍ×４本、ケーブル：ＳＴＰ ＣＡＴ５ｅ、コネクター：ＮＥ８ＭＣ－Ｂ－１（イーサコン） １ 式

５） 変換コネクター ２Ｐフォン→ＸＬＲ３－１１Ｃ、２Ｐフォン→ＸＬＲ３－１２Ｃ、ＲＣＡピン（メス）→ＸＬＲ３－１１Ｃ、ＲＣＡピン（メス）→ＸＬＲ３－１２Ｃ、 １ 式

ステレオミニ→ＲＣＡピン（メス、Ｌ／Ｒ）、ＸＬＲ３－１１Ｃ→１１Ｃ、ＸＬＲ３－１２Ｃ→１２Ｃ ×各４個

６） マイク・ラインマッチングトランス ＲＣＡピンメス（１０ｋΩ）：ＸＬＲ３－１２Ｃ（６００Ω）、ＲＣＡピンメス（１０ｋΩ）：ＸＬＲ３－１１Ｃ（６００Ω） ×各２個 １ 式

７） フェーダーボックス フェーダーストローク １００ｍｍ ２ 台

８） ダイレクトボックス アクティブ型 ４ 台

９） ヘッドフォン 密閉ダイナミック型、インピーダンス ６３Ω、コード長さ ２．５ｍ ２ 台

１０） オペレーターチェア ハイバック、肘なしタイプ、座高さ ４１０～５００ｍｍ １ 脚

機 器 名 称 仕 様 備 考番号 数 量機 器 名 称 仕 様 備 考番号 数 量

２） スピーカーＢ ２Ｗａｙ、構成：１０インチＬＦｘ１、１．４インチＨＦｘ１、指向角度 水平：１２０°，垂直：２５°、 ２ 台

推奨パワーアンプ出力 ７５０Ｗ（８Ω／１キャビネット）、音圧レベル １００ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、

周波数特性 ６５Ｈｚ～２０ｋＨｚ（±３ｄＢ）、インピーダンス ８Ω、重量 １４ｋｇ

１５ 投光室モニタースピーカー ＜１ 式＞

１） パワードスピーカー ２Ｗａｙパワード、構成：１０ｃｍＬＦｘ１、２．２ｃｍＨＦｘ１、アンプ定格出力 ２０Ｗ（１ｋＨｚ，ＴＨＤ＝０．１％，ＲＬ＝４Ω）、 ２ 台

最大出力音圧レベル ９８ｄＢ ＳＰＬ（１ｍ）、周波数特性 ６５Ｈｚ～２２ｋＨｚ（－１０ｄＢ）、重量 ４．４ｋｇ

２） 取付金具 特型 ２ 台

３） ラインコンセントプレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：１連新金属プレートｘ２枚 ２ 組

１） スピーカー 構成：９ｃｍコーンｘ１、指向角度 水平：１５０°，垂直：１６０°、音圧レベル ８６ｄＢ ＳＰＬ（１Ｗ，１ｍ）、 ２ 台

周波数特性 １３０Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－１０ｄＢ）、

１７ 親子室スピーカー ＜１ 式＞

２） 音量調整器 入力容量 ０．５～３０Ｗ、音量調節 ５段階 ２ 面

２） 音量調整器 Ａ 入力容量 ０．５～６Ｗ、音量調節 ５段階 ２ 面

３） 音量調整器 Ｂ 入力容量 ０．５～３０Ｗ、音量調節 ５段階 １ 面

周波数特性 ４５Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－１０ｄＢ）、重量 ４９．８ｋｇ、ファンレス

２） 照明ランプ 高輝度白色ＬＥＤｘ４、コネクター：ＸＬＲ－４－３１タイプ １ 本

３） 収納ケース 特型、キャスター付 １ 台

ケーブル：電磁シールド、コネクター：ＸＬＲ３－１１Ｃ／１２Ｃ

周波数特性 ５９Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－６ｄＢ）、インピーダンス ８Ω、重量 ２１ｋｇ

周波数特性 ５９Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－６ｄＢ）、インピーダンス ８Ω、重量 ２１ｋｇ

下手／上手 ２構成

周波数特性 ５９Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－６ｄＢ）、インピーダンス ８Ω、重量 ２１ｋｇ

下手／上手 ２構成

インピーダンス １００系：１５Ｗ（６７０Ω）／７．５Ｗ（１．３ｋΩ）／３．８Ｗ（２．７ｋΩ）、重量 １ｋｇ

インピーダンス １００系：１５Ｗ（６７０Ω）／７．５Ｗ（１．３ｋΩ）／３．８Ｗ（２．７ｋΩ）、重量 ２．５ｋｇ

２） 移動台車 特型、キャスター付、ラッシングベルト付 ２ 台

ケーブル：４芯スピーカー専用、コネクター：ＮＬ４ＦＸ（スピコン）（パッチケーブル含む）

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台音響設備 システム系統図Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－０１１

舞台袖コンセント盤（下手）へ

舞台袖コンセント盤（上手）へ

１

２

※下手袖操作架組込

舞台袖
コンセント盤

コネクターボックス

アンテナ

パッチパネル

システム
リモートパネル

開演ブザー装置

（下手）

制御

舞台床マイク

ワイヤレス

パッチパネル

ワゴン接続コンセント盤

マイクコネクター
プレート

スピーカー
プロセニアム

（上手）スピーカー
固定はねかえり

舞台床スピーカー
コネクターボックス

６ｃｈ

コネクターボックス
舞台床マルチ

ＡＣ１００Ｖ
電源制御部より

舞台袖
コンセント盤

１

Ｐｒｉ

Ｓｅｃ
Ｄａｎｔｅ

制御

三点吊マイク装置

デジタル

ミキシング

照明

ＯＭＮＩ

メーター
ブリッジ

ＯＭＮＩ

入出力ボックス
・ＡＮＡＬＯＧ ＩＮＰＵＴ １６ｃｈ
・ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴＰＵＴ ８ｃｈ

Ｄａｎｔｅ Ｉ／Ｏ
Ｐｒｉ Ｓｅｃ

スピーカー
サイド

（上手）

補聴用ループ

下手袖操作架 ラインコンバーターへ

下手袖操作架 インターカムメインステーションへ

ｍ ｍｍ

ＡＣ１００Ｖ入力
電源分電盤より

（電気設備工事）

スピーカー

４ｃｈパワーアンプ

２ｃｈパワーアンプ

デジタルマルチプロセッサー

２ｃｈ

～

入出力カード

（Ｓｅｃ）

（Ｐｒｉ）

Ｐｒｉｍａｒｙ

Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ

Ｐｒｉｍａｒｙ

Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ

Ｐｒｉ Ｓｅｃ
コンソール

ランプ

照明

ランプ

置台付

補聴用ループアンプ
（電気設備工事）

８ｃｈパワーアンプ

ブザー制御

エアモニター
ＭＩＣ

マイク装置
ＭＩＣ

Ｐｒｉ

Ｓｅｃ

入出力ボックス

Ｄａｎｔｅ Ｉ／Ｏ
Ｐｒｉ Ｓｅｃ

Ｄａｎｔｅ Ｉ／Ｏ
Ｐｒｉ ＳｅｃＣｏｎｔｒｏｌ

（インターカムシステム）

（舞台連絡設備）

サブウーハー

スピーカー
サイド

（下手）

スピーカー

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

出力制御部

ＤＳ
Ｐ

Ｎ
Ｗ

Ｄ
Ｓ
Ｐ

ＮＬ

ＮＬ

ＮＬ
ｘ４

ＮＬ
ｘ４

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ

ＮＬ

ＮＬ

ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＤＳ
Ｐ

スピーカー
ステージフロント

ホワイエ系スピーカー

楽屋系スピーカー

舞台袖スピーカー

４

８

１

１

２Ｆ

１Ｆ

楽屋廊下 楽屋２

上手袖下手袖

パッチパネル

入出力

Ｐｒｉｍａｒｙ

Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ＮＷ

楽屋１

親子室スピーカー
（１）

ＷＣ

ｘ３

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

調光系モニタースピーカー

ｘ２

１

８

～

～

１

８

～

本体～

１

８

～

１

８

～

ｘ２

モニタースピーカー

録音再生機器類

音響調整卓

ＣＤプレーヤー

収納ケース付

ｘ２

ＣＦ／ＣＤレコーダー

収納ケース付

ｘ２

電源ユニット

移動型置台

ｘ１６

ｘ１６
１６

１６

Ｐ

接続コネクターパネル

～

７

８

１

６

１

８

～～

～

７

～

スピーカー

インフィル

サブウーハー

スピーカー

スピーカー

インフィル

入出力パッチ架／パワーアンプ架

スピーカー

コントローラー

Ｐｒｉｍａｒｙ

ｘ２

無停電電源

メイン
電源制御部

電源制御部

（ＤＣ２４Ｖ）入力 ＡＣ１００Ｖ入力
電源分電盤より非常カットリレー

ＡＣ１００Ｖ入力
電源分電盤より

各機器へ
連動ＡＣ１００Ｖ

システム

リモートパネル

制御用パソコン

アクセスポイント

タブレットＰＣ

ＬＡＮ

スイッチ

音声用

ＬＡＮ
スイッチ

制御用

コントローラー
ネットワーク

下手袖操作架

ＡＣ１００Ｖ入力
電源分電盤より

・ＡＮＡＬＯＧ ＩＮＰＵＴ ３２ｃｈ
・ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴＰＵＴ １６ｃｈ
・ＤＩＧＩＴＡＬ ＯＵＴ ２ｃｈｘ４

（下手）

（上手）

客席後部
コンセント盤

ＮＬ
ｘ２

ＮＬ
ｘ２

ワイヤレス受信機

ワイヤレス受信機

パッチパネル
入出力

Ｈｉ－Ｚ

Ｈｉ－Ｚ

Ｈｉ－Ｚ

Ｈｉ－Ｚ

Ｈｉ－Ｚ

Ｈｉ－Ｚ

Ｈｉ－Ｚ

Ｈｉ－Ｚ

スピーカーパッチパネル
ｘ２ ｘ２

投光室

ｘ２ ｘ２ｘ２

投光デッキ

ｘ２

ｘ２ ｘ２ｘ２

すのこ

ｘ２

スピーカーＡ

スピーカーＢ

投光室モニタースピーカー

（２）

１ ３

映像設備

音声ライン

制御ライン

電源ライン

（マイク／ライン／ＸＬＲ３－３１タイプコネクター

ＸＬＲ３－３２タイプコネクター

トグルスイッチ

１６ｃｈマルチマイクコネクター

＜ 凡 例 ＞

インカムコネクター

１６

ＮＬ４タイプコネクターＮＬ Ｃ型３０Ａ電源コンセントＣ

Ｉ

ＲＪ４５タイプコネクター

スピーカーライン）

Ｅ

ＡＣ１００Ｖ 平行コンセント

音響アース

ＲＪ

ＸＬＲ６－３２ｘ１，ＸＬＲ３－３２ｘ２

ラインコンセントプレート

三点吊リモート用コネクターＲ

Ｃ

電源制御部

各機器へ
連動ＡＣ１００Ｖ

ｘ２

ｘ２
Ｅ

Ｃ
ｘ２

ｘ２
Ｅ

ｘ２ｘ２ ｘ２ ｘ２

ｘ２

ｘ２

ｘ２ ｘ２ ｘ２

ｘ２

ｘ２ ｘ２

１６
ｘ８

１６

ｘ８

ｘ４

ｘ６

ｘ２

ｘ６

ｘ８

ｘ１２

ｘ１６

ｘ１６

ｘ４

ＰＡＲＡ

ｘ３

ｘ１６

ｘ１６

ｘ８

ｘ８

ｘ８

ｘ１６

ｘ１６

ｘ８

ｘ１６

ｘ１６

１６
ｘ１６

ｘ８

１６
ｘ１６

ｘ８

ＮＬ
ｘ４

２ＮＬ
ｘ４

ｘ４

ＲＪ

ＲＪ

ＲＪ

ＲＪ

ＲＪ

ＲＪ

Ｐｒｉ

Ｓｅｃ
Ｄａｎｔｅ

ＲＪ

ＲＪ

Ｒ

４ｃｈパワーアンプ

２ｃｈパワーアンプ

２ｃｈパワーアンプ

２ｃｈパワーアンプ

Ｉ

Ｉ

Ｒ

ケーブルリール

トランス部
出力

センスバック

シーン制御

ｘ４

（Ｓｅｃ）

（Ｐｒｉ）

ＬＡＮスイッチ

音声用
ＳＦＰ

ＳＦＰ

ＬＡＮスイッチ

制御用 ＳＦＰ

ＳＦＰ

ＳＦＰ

ＳＦＰ

Ｐｒｉ

Ｓｅｃ
Ｄａｎｔｅ

ＲＪ

ＲＪ

Ｉ

パネル

パッチ

パネル

パッチ

ＩＮ／ＯＵＴ

ＩＮ／ＯＵＴ

ワゴン接続コンセント盤より
映像設備

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台音響設備 機器姿図（ １）Ａ１ ： １ ： ５，１０
Ａ３ ： １ ： １０，２０

Ｅ－０１２

１／１０音響調整卓Ａ－１ １／１０録音再生機器類Ａ－３

入出力パッチ架／パワーアンプ架Ａ－４ １／１０ ワイヤレスマイク装置Ａ－６ １／５

モニタースピーカーＡ－２

１）パワードスピーカー（１／１０）

３）ラインコンセントプレート（１／５）

下手袖操作架Ａ－５ １／１０

１）ワイヤレスアンテナ ＋ ２）アンテナ取付金具

１５００

約
７５
０

７
０
０

置台

８３９ ６６７

３
８
９

電源ユニット

収納ケース

ＣＤプレーヤー

５５０

５
１
０

ブランクパネル

ブランクパネル

ＣＤプレーヤー
ブランクパネル

ＣＦ／ＣＤレコーダー
ブランクパネル

ＣＦ／ＣＤレコーダー
ブランクパネル

デジタルミキシングコンソール

１７９ ２０８

２７
９

ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ分配器Ａ／分配器Ｂ

５７０ ６３０

ブランクパネル

５７０

【パワーアンプ架】【入出力パッチ架】

ワイヤレス受信機

ワイヤレス受信機

ブランクパネル
開演ブザー装置

デジタルマルチ
プロセッサー

システムリモートパネル

端子部

メイン電源制御部

無停電電源

入出力ボックス

パッチパネル

４ｃｈパワーアンプ

４ｃｈパワーアンプ

ブランクパネル

ブランクパネル

８ｃｈパワーアンプ

ブランクパネル

スピーカー出力制御部

電源制御部

端子部

スライドトレー

カメラコントローラー

入出力ボックス

カメラドライブユニット

４分割ユニット
ラインコンバーター
ブランクパネル

アナログオーディオエンベデッダー

メインステーション
ベースステーション

システムリモートパネル

パッチパネル

移動型置台

５００

制御用パソコン

メーターブリッジ

ブランクパネル

収納架

Ａ－６．ワイヤレス
マイク装置

５７０

２
２
００

６３０

電源制御部

収納架

Ｃ１．ＩＴＶ設備
－４．ＩＴＶ装置

Ｃ２．インターカムシステム
－１．有線インターカム装置

－２．ワイヤレス
インターカム装置

Ｃ１．ＩＴＶ設備
－４．ＩＴＶ装置

電源ユニットＣ１．ＩＴＶ設備
－４．ＩＴＶ装置

※置台は調整卓使用時に、舞台框が視野に入る高さとすること。

７０ ７０

１
２
０

６

接続コネクターパネル

ブランクパネル

５７０

２
０
００

【パワーアンプ架】

ブランクパネル

２ｃｈパワーアンプ

２ｃｈパワーアンプ

２ｃｈパワーアンプ

ブランクパネル

２ｃｈパワーアンプ

ブランクパネル

入出力パッチパネル

スピーカー出力制御部

補聴用ループアンプ
（電気設備工事）

スピーカーコントローラー

ブランクパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

端子部

出力トランス部

入出力パッチパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

ブランクパネル

端子部

通線口
ネットワークコントローラー

通線口
音声用ＬＡＮスイッチ
音声用ＬＡＮスイッチ

通線口

ブランクパネル
制御用ＬＡＮスイッチ

スピーカーパッチパネル

１
２
０

１
１
２

１６２ １１３

ブースター

アンテナ取付金具

通線口
音声用ＬＡＮスイッチ
音声用ＬＡＮスイッチ

通線口
制御用ＬＡＮスイッチ
ブランクパネル

※機器の形状及び寸法は参考とする。

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台音響設備 機器姿図（ ２）Ａ１ ：
Ａ３ ：

Ｅ－０１３

コンセント盤類Ａ－７

１／５

１／２０固定はねかえりスピーカーＡ－１２ １／２０ステージフロントスピーカーＡ－１３

調光系モニタースピーカーＡ－１４

１）舞台袖コンセント盤（下手）（１／１０） ２）舞台袖コンセント盤（上手）（１／１０） ３）客席後部コンセント盤（１／１５） ４）マイクコネクタープレート（１／５） ５）舞台床マルチコネクターボックス（１／５） ６）舞台床マイクコネクターボックス（１／５）

７）舞台床スピーカーコネクターボックス（１／５）

コンセント盤類Ａ－７ 三点吊マイク装置Ａ－８ １／１０ エアモニターマイク装置Ａ－９

プロセニアムスピーカーＡ－１０ サイドスピーカーＡ－１１１／１５ １／１５

１）スピーカー

１）スピーカー

１）パワードスピーカー（１／１０） ３）ラインコンセントプレート（１／５）

１１６ ６

１
２
０

コネクターパネル

１
３
４

１３４

１
４
０

１
８
０

コネクターパネル

１８０ １７８

１
３
４

１３４

１
４
０

１
８
０

コネクターパネル

１８０ １７８

コネクターパネル

コネクターパネル
【取付参考図】

コンデンサー型マイク本体

２
０

２５５

８０ ２５５

１
２
０

６
０
０

９００
スピーカー吊り金具（舞台機構）

約
１
３
００

５３１ 約８５０

スピーカーＡ

取付金具

スピーカーＢ

３１６

５
１
５

２７７

１７９ ２０８

２
７９

取付金具

▼舞台床

▼客席床

約３５０

スピーカー

スピーカーボックス

（建築工事）

２
５
０

（
内
寸
）

２１０

（内寸）

前面サランネット

（建築工事）

約
３
０
０

１５５

２４
０

１６０

１
９
０

２２４

１
４４

２７０

１
５
０

１９８

コネクターパネル

電動巻上機

天井貫通滑車

マイク取付金具 ステレオバー リモート操作器

３８０７５０

３
９
８

３
９
５

１９７

２
５
５

φ１２８

１
１７

φ７２

１
２７

４００

５０
５
１

１１５

１７
３

４５

２２

※落下防止、振れ止めワイヤー処理を含む

７０ ７０

１
２
０

６

５４０ ３００

約
７
７
０

５４０ ３００

約
７
７
０

４００

１
００

３００

約
１４
０
０

５３１ ７０４

スピーカー

サブウーハー

取付金具

３
０９

１３２ ２３３

インフィルスピーカー

※落下防止ワイヤー、転倒防止処理を含む

６５０

約
４
５
０

※機器の形状及び寸法は参考とする。

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号

１： ５，１ ０， １５， ２０
１： １０， ２０ ，３０ ，４０



舞台音響設備 機器姿図（ ３）Ａ１ ： １ ： １０，２０
Ａ３ ： １ ： ２０，４０

Ｅ－０１４

投光室モニタースピーカーＡ－１５ 舞台袖スピーカーＡ－１６ 親子室スピーカーＡ－１７

ホワイエ系スピーカーＡ－１８ １／１０ 楽屋系スピーカーＡ－１９ １／２０移動型スピーカー（ステージモニター）Ａ－２０ １／２０移動型スピーカーＡ－２１

移動型ミキサーＡ－２２ 移動型ＣＤプレーヤーＡ－２３１／２０ １／１０

１）パワードスピーカー（１／１０） ３）ラインコンセントプレート（１／５） １）壁付型（１／１０） ２）音量調整器（１／５） １）スピーカー（１／１０） ２）音量調整器（１／５）

１）スピーカー １）天井埋込型（１／１０） ２）音量調整器 Ａ（１／５） ３）音量調整器 Ｂ（１／５） １）スピーカー １）スピーカー ＋ ２）移動台車

１）デジタルミキシングコンソール ３）収納ケース

２８５

２４１

１
１
２

２９０

２
１
４

１５０

２３０

φ
２３
０

９５
８

収納ケース

ＣＤプレーヤー
ブランクパネル

約５１７

約
１
２１

約
４
９
２

１４４

２
３
６

１６１

７０

１２
０

６

１
３０

１８４
９５

７０

１２
０

６

７０

１
２０

６ ７０

１
２０

６

３７６

６
０
１

３４８

４６８

２
７
２

５６２
約６４８約５２５

約
３２
９

７０ ７０

１２
０

６

約６５０

移動台車

約７００

※機器の形状及び寸法は参考とする。

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台映像設備 機器構成表・ 機器姿図Ａ１ ： １ ： １０
Ａ３ ： １ ： ２０

Ｅ－０１５

１／１０映像ワゴンＢ－１ コンセント盤類Ｂ－２ １／１０

ステージモニターＢ－５

機器構成表

機器姿図

プロジェクターＢ－４

１／１０

１）ワゴン接続コンセント盤（１／１０）

２）舞台床映像ボックス（１／５）

Ｂ 舞台映像設備

１ 映像ワゴン ＜１ 式＞

１） 液晶ディスプレイ １９Ｖ型ワイド液晶テレビ、画素数 １３６６ｘ７６８ １ 台

２） マルチフォーマットビデオスイッチャー ４ｘ３入力３出力ビデオスイッチャー、フォーマット：ＨＤＭＩ，ＲＧＢ／コンポーネント，コンポジット、 １ 台

全入力にフレーム・シンクロナイザー，スケーラー搭載、オーディオ・エンベデッド機能付

４） ブルーレイディスクレコーダー 内蔵ＨＤＤ容量 １ＴＢ、録画可能ディスク ＢＤ－ＲＥ／Ｒ，ＤＶＤ－ＲＷ／Ｒ、ＲＳ－２３２Ｃ／ＬＡＮ外部制御端子付、 １ 台

ＳＤ／ＳＤＨＣカードスロット／ｉ．ＬＩＮＫ端子／ＵＳＢ端子付、ＨＤ－ＳＤＩ／ＳＤ－ＳＤＩ／ＨＤＭＩ入出力インターフェース搭載

５） ブルーレイディスクレコーダー（再生） 内蔵ＨＤＤ容量 ５００ＧＢ、映像記録方式 ＨＤＤ／ＢＤ：ＭＰＥＧ２－ＴＳ／ＭＰＥＧ－４ ＡＶＣ／Ｈ．２６４、ＤＶＤ：ＭＰＥＧ２－ＰＳ １ 台

６） ＨＤＭＩ／ＳＤＩ変換器 ＨＤＭＩ→ＳＤＩ変換、ＨＤＣＰ対応、オーディオエンベデッド／ディエンベデッド ２ 台

７） ＳＤＩ／ＨＤＭＩ変換器 ＳＤＩ→ＨＤＭＩ変換、ＨＤＣＰ対応、オーディオエンベデッド／ディエンベデッド ２ 台

８） 電源ユニット 出力電力 総合計：最大１５００Ｗ、Ａ系統ｘ８、ディレイ付Ｂ系統ｘ４、スイッチ非連動ｘ１ １ 台

９） 移動型置台 特型、キャスター付、接続コネクターパネル，ブランクパネル付、組立配線含、接続ケーブル付 １ 式

３

４

映像接続パネル ＜１ 式＞

１） パッチパネル 特型、回路数及び機能は系統図を参照 ２ 面

５

プロジェクター ＜１ 式＞

１） ビデオプロジェクター 表示方式 ＤＬＰチップ３枚 ＤＬＰ方式、光源ランプ ３８０Ｗ ＵＨＭランプｘ２灯、 １ 台

光出力 １２０００ルーメン（ランプ２灯、高モード時）、解像度 １９２０ｘ１２００ドット

２） レンズ 焦点距離 ５０．５～９７．９ｍｍ、Ｆ値 ２．５ １ 台

３） 置台 特型 １ 台

ステージモニター ＜１ 式＞

１） 液晶ディスプレイ ４６Ｖ型液晶カラーテレビ、画素数 １９２０ｘ１０８０、使用光源 ＬＥＤ １ 台

２） ＳＤＩ／ＨＤＭＩ変換器 ＳＤＩ→ＨＤＭＩ変換、ＨＤＣＰ対応、オーディオエンベデッド／ディエンベデッド １ 台

３） ロープロフィールキャスターワゴン モニター取付方式 ＶＥＳＡ規格 ７５ｘ７５／１００ｘ１００、Ｗ２００・３００・４００ｘＨ１００・２００・３００・４００、 １ 台

モニター傾斜調整 上下０～４５°、左右首振調整、キャスター付

６ 予備品・付属品 ＜１ 式＞

１） ＨＤＭＩ／ＳＤＩ変換器 ＨＤＭＩ→ＳＤＩ変換、ＨＤＣＰ対応、オーディオエンベデッド／ディエンベデッド １ 台

２） ＶＧＡ／ＨＤＭＩコンバーター ＶＧＡ→ＨＤＭＩ変換 １ 本

３） 同軸ケーブル ３ｍ×３本、５ｍ×３本、１０ｍ×３本、ＢＮＣ － ＢＮＣ、圧着式、７５Ωカラー同軸ケーブル １ 式

４） アナログＲＧＢケーブル Ｄｓｕｂ１５Ｐ（オス）－ Ｄｓｕｂ１５Ｐ（オス）、２重シールド、約４．５ｍ １ 本

５） ＨＤＭＩケーブル ２ｍ×２本、１０ｍ×２本、ＨＤＭＩ － ＨＤＭＩ、１０ｍケーブルはイコライザー内蔵 １ 式

（再生・録画）

（舞台袖コンセント盤に組込）

５８０ ６４０

９７３

液晶ディスプレイ
５６
６

６９

キャスターワゴン
ロープロフィール

５３０ ５４９
ビデオプロジェクター

２０
０

約
６０
０

約５６０ 約７５０

機 器 名 称 仕 様 備 考番号 数 量機 器 名 称 仕 様 備 考番号 数 量

置台

２ コンセント盤類 ＜１ 式＞

１） ワゴン接続コンセント盤 特型、自立型、回路数は系統図及び姿図を参照 １ 台

２） 舞台床映像ボックス 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、コネクターキャップ付、仕上：アルミダイキャスト塗装（蓋部） １ 個

３） スライドトレー １Ｕサイズ、ロック付スライディングシェルフ １ 台

１
９
０

２２４

１
４
４

２７０

１
５
０

１９８

コネクターパネル

コネクターパネル セパレーター

約５１７ 約５５０

約
７
４２

約
１
１８

ブランクパネル
電源ユニット
ブランクパネル

スライドトレー
ブランクパネル

ブランクパネル

ブルーレイディスク
レコーダー（再生）
ブルーレイディスク

レコーダー（再生・録画）

ビデオスイッチャー
マルチフォーマット

ＨＤＭＩ／ＳＤＩ変換器ｘ２／
ＳＤＩ／ＨＤＭＩ変換器ｘ２

液晶ディスプレイ

移動型置台

３５０

３
１０

２００

接続コネクターパネル

※機器の形状及び寸法は参考とする。

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台映像設備 システム系統図Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－０１６

ＨＤＭＩ／ＳＤＩ

ＲＧＢ出力

ＰＣ

アナログ出力ＰＣ

※舞台袖コンセント盤（上手）に組込
映像接続パネル 液晶ディスプレイ

ＡＣ１００Ｖ／２０Ａ

電動スクリーン
（舞台機構工事）

ＰＣ

同軸ケーブル

ブルーレイディスク
レコーダー

映像接続パネル
※舞台袖コンセント盤（下手）に組込

（舞台音響設備）
パッチパネルへ

ビデオプロジェクター
マルチフォーマット

ＳＤＩ／ＨＤＭＩ ３

ＰＶＷ

ＡＵＤＩＯ（Ｌ／Ｒ）

ＨＤＭＩ２

ＳＤＩ

ＨＤＭＩ出力

（持ち込み）

（持ち込み）

デジタル出力ＰＣ

音響専用電源盤より

ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ分配器Ａより
（舞台連絡設備） スイッチャー

映像ワゴン（調整室）

ビデオ

電源ユニット

ＶＧＡ／ＨＤＭＩ

ＳＤＩ／ＨＤＭＩ ４

２

１
ブルーレイディスク
レコーダー

（再生・録画）

（再生）

ＨＤＭＩ／ＳＤＩ

Ｐ

ｘ２

ＨＤＭＩ１

アナログ

＋ レンズ

置台付

各機器へ
連動ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ／２０Ａ
電源制御部より

舞台床映像ボックス

入出力パッチ架

ｘ２

ワゴン接続コンセント盤

ＨＤＭＩ／ＳＤＩ

下手袖操作架

：同軸コネクタープレート

：ＡＣ１００Ｖ／１５Ａ 接地極付平行コンセント

Ｐ ：パワコン

：ＸＬＲ３－３１タイプコネクター

：ＸＬＲ３－３２タイプコネクター

＜ 凡 例 ＞

液晶ディスプレイ

ＳＤＩ／ＨＤＭＩ

ステージモニター

Ｅ

ＲＪ
制御用ＬＡＮスイッチへ

入出力パッチ架

ＬＡＮ

ＲＪ

Ｅ

ＨＤＭＩ／ＳＤＩ

ＳＤＩ／ＨＤＭＩ

：ＲＪ４５タイプコネクター

：アース端子

：ＳＤＩ／ＨＤＭＩ変換器

：ＨＤＭＩ／ＳＤＩ変換器

コンバーター

接続コネクターパネル

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台連絡設備 機器構成表Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－０１７

機 器 名 称 仕 様 備 考番号 数 量機 器 名 称 仕 様 備 考番号 数 量

Ｃ１ ＩＴＶ設備

１ 客席後部リモートカメラ ＜１ 式＞

１） カメラ 撮像素子 １／２．３型 ＭＯＳ、電動３０倍ズームＦ１．６～４．７（ｆ＝４．３～１２９ｍｍ）、ＳＤＩ出力モデル、回転台一体型 １ 台

２ 舞台上手袖カメラ ＜１ 式＞

１） カメラ ＳＤＩカメラ出力 ＨＤ－ＳＤＩ方式／ＥＸ－ＳＤＩ方式（切換スイッチ、電源重畳）、撮像素子 １／２．８型ＣＭＯＳ、 １ 台

有効画素数 ２１９万画素、最低被写体照度 ０．５ルクス（５０％、カラー）／０．０５ルクス（５０％、白黒）、

焦点距離 ｆ＝３．０～９．０ｍｍ、最大口径比 １：１．２～２．１

３ ホワイエカメラ ＜１ 式＞

１） カメラ ドーム型、ＳＤＩカメラ出力 ＨＤ－ＳＤＩ方式／ＥＸ－ＳＤＩ方式（切換スイッチ、電源重畳）、撮像素子 １／２．８型ＣＭＯＳ、 ２ 台

有効画素数 ２１９万画素、最低被写体照度 ０．５ルクス（５０％、カラー）／０．０５ルクス（５０％、白黒）、

焦点距離 ｆ＝３．０～９．０ｍｍ、最大口径比 １：１．２～２．１

４ ＩＴＶ装置 ＜１ 式＞

１） カメラドライブユニット ＳＤＩカメラ入力 ４系統 ＨＤ－ＳＤＩ方式（電源重畳）、ＥＸ－ＳＤＩ方式（電源重畳）、ＳＤＩ出力 ４系統 ＨＤ－ＳＤＩ方式／ＥＸ－ＳＤＩ方式、 １ 台

カメラ電源供給方式 ２４Ｖ定電圧重畳伝送方式（２２．０～２４．５Ｖ 最大電流１．０Ａ）

２） ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ分配器Ａ １入力８分配出力、対応規格 ３Ｇ－ＳＤＩ／ＨＤ－ＳＤＩ／ＳＤ－ＳＤＩ／ＤＶＢ－ＡＳＩ １ 台

３） ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ分配器Ｂ １入力４分配出力、対応規格 ３Ｇ－ＳＤＩ／ＨＤ－ＳＤＩ／ＳＤ－ＳＤＩ／ＤＶＢ－ＡＳＩ １ 台

４） ラインコンバーター ４系統入出力、アンバランス信号をバランス信号へ変換、バランス信号をアンバランス信号へ変換 １ 台

５） アナログオーディオエンベデッダー デュアルレート対応（ＨＤ－ＳＤＩ／ＳＤＩ）、４ｃｈバランス・アナログオーディオ入出力、 １ 台

ＨＤ－ＳＤＩ／ＳＤＩ入力ｘ１、ＨＤ－ＳＤＩ／ＳＤＩ出力ｘ２

６） ４分割ユニット ＨＤ／ＳＤ／アナログ混在マルチビューワー、最大４分割、インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ １ 台

７） カメラコントローラー 制御 回転台・カメラ：最大５台（シリアル接続）／最大１００台（ＩＰ接続）、プリセット 最大１００ １ 台

１０） 映像モニター（ＨＤ／ＳＤＩ入力） ２１．５インチフルＨＤ、解像度 １９２０ｘ１０８０＠６０Ｈｚ、バックライトＬＥＤ、ＨＤ－ＳＤＩ入出力付 ２ 台

６ モニターディスプレイ（舞台機構操作盤上部） ＜１ 式＞

１） 映像モニター（ＨＤ／ＳＤＩ入力） ２１．５インチフルＨＤ、解像度 １９２０ｘ１０８０＠６０Ｈｚ、バックライトＬＥＤ、ＨＤ－ＳＤＩ入出力付 ２ 台

７ モニターディスプレイ（上手袖） ＜１ 式＞

１） 映像モニター（ＨＤ／ＳＤＩ入力） ２１．５インチフルＨＤ、解像度 １９２０ｘ１０８０＠６０Ｈｚ、バックライトＬＥＤ、ＨＤ－ＳＤＩ入出力付 １ 台

８ モニターディスプレイ（楽屋） ＜１ 式＞

１） モニターディスプレイ １９Ｖ型ワイド液晶テレビ、画素数 １３６６ｘ７６８ ２ 台

９ モニターディスプレイ（ホワイエ） ＜１ 式＞

１） モニターディスプレイ ５２Ｖ型ワイド液晶テレビ、画素数 １９２０ｘ１０８０、ＬＥＤバックライト付 １ 台

Ｃ２ インターカムシステム

１ 有線インターカム装置 ＜１ 式＞

１） メインステーション ２系統通信機能、スピーカー内蔵、 １ 台

リモートステーション容量 スピーカーステーション１０台 または １ｃｈベルトパックステーション４０台

２） スピーカーステーション（壁付型） ２系統同時または個別通信、スピーカー内蔵、グースネックマイク装着可 ２ 台

３） スピーカーステーション（移動型） ２系統同時または個別通信、スピーカー内蔵、グースネックマイク装着可、可搬型 ３ 台

２ ワイヤレスインターカム装置 ＜１ 式＞

１） ワイヤレスインターカムベース ２ｃｈ、２．４ＧＨｚワイヤレスシステム、 １ 台

２） 拡張アンテナ ２．４ＧＨｚリモートアンテナ・トランシーバー、ＣＡＴ－５ケーブル接続、最大４５０ｍ延長可能 ２ 台

３） ベルトパック ２ｃｈ携帯型ベルトステーション、２．４ＧＨｚワイヤレスシステム ５ 台

４） ベルトパック ２系統のうち最大２系統を選択し通信 ６ 台

４） ヘッドセット イヤーフォン付ネックセットマイク、単一指向性ダイナミック型 ５ 台

５） 充電器 ５連式バッテリーチャージャー、インジケーター付 １ 台

６） 充電池 専用リチウムポリマー充電池 ５ 台

ステーション インターフェース：２ワイヤーインターカムｘ２ｃｈ（ＸＬＲ３－３１タイプ・ＸＬＲ３－３２タイプ各１系統１個ずつ）

４ワイヤーインターカムｘ２ｃｈ（ＲＪ４５各系統に１個ずつ）

Ｃ 舞台連絡設備

２） 取付金具 特型 １ 台

２） 取付金具 特型 １ 台

２） 取付金具 特型 ２ 台

（下手袖操作架に組込）

８） スライドトレー １Ｕサイズ、ロック付スライディングシェルフ １ 台

１１） 取付金具 特型、同上用 ２ 台

１２） 電源ユニット 出力電力 総合計：最大１５００Ｗ、Ａ系統ｘ８、ディレイ付Ｂ系統ｘ４、スイッチ非連動ｘ１ １ 台

５ モニターディスプレイ（調整室） ＜１ 式＞

１） 映像モニター（ＨＤ／ＳＤＩ入力） ２１．５インチフルＨＤ、解像度 １９２０ｘ１０８０＠６０Ｈｚ、バックライトＬＥＤ、ＨＤ－ＳＤＩ入出力付 ２ 台

２） 取付金具 特型 ２ 台

３） 同軸コネクタープレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：１連新金属プレート ２ 面

２） 取付金具 特型 ２ 台

２） 取付金具 特型 １ 台

３） 同軸コネクタープレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：１連新金属プレート １ 面

２） ビデオ信号変換器 ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ － ＨＤＭＩ変換 ２ 台

３） 取付金具 特型 ２ 台

４） 同軸コネクタープレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：１連新金属プレート ２ 面

２） ビデオ信号変換器 ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ － ＨＤＭＩ変換 １ 台

３） 移動型置台 特型、キャスター付 １ 台

４） 同軸コネクタープレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：１連新金属プレート １ 面

５） ヘッドセット 片耳ヘッドセット（スイッチ付）、ダイナミック型 ９ 台

６） 接続ケーブル ＸＬＲ６ － ＸＬＲ６、５ｍ ９ 本

７） インカムコネクタープレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：２連新金属プレート ６ 面

９） ＰｏＥインジェクター ＬＡＮポートｘ２（うちＰｏＥ給電可能ポートｘ１）、対応規格 ＩＥＥＥ ８０２．３ａｆ／ＩＥＥＥ ８０２．３ａｔ １ 台

３） 同軸コネクタープレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：１連新金属プレート ２ 面

（メインステーションは下手袖操作架に組込）

（ベースステーションは下手袖操作架に組込）

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台連絡設備 システム系統図Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－０１８

インターカム
メイン

ステーション

リモート
ワイヤレス

ベース
ステーション

拡張
アンテナ

舞台袖

舞台上手袖

２．４ＧＨｚ帯

ワイヤレスベルトパックステーション

ＩＴＶ設備

インターカムシステム

下手袖操作架

デジタルマルチプロセッサーより

リモートカメラ
客席後部

ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＣ１００Ｖ
（電気設備工事）

ＰｏＥ 分配器Ａ

ＨＤ－ＳＤＩ

カメラ

デジタルマルチプロセッサーより

オーディオ
エンベ
デッダー

８分配

舞台上手袖カメラ

インジェクター

ドライブ

ＩＴＶ装置（下手袖操作架に組込）

２１．５ モニターディスプレイ（上手袖）ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ

ホワイエカメラ

（舞台音響設備）

ライン
コンバーター

３Ｆ

２Ｆ

ユニット

４分割
ユニット

ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＣ１００Ｖ
（電気設備工事）

１９

１

２
ＳＤＩ／ＨＤＭＩ
変換器

モニターディスプレイ（楽屋）

ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＣ１００Ｖ
（電気設備工事）

１９
３

ＳＤＩ／ＨＤＭＩ
変換器

５２ モニターディスプレイ（ホワイエ）
ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＣ１００Ｖ
（電気設備工事）

４
ＳＤＩ／ＨＤＭＩ
変換器

６

８

ブルーレイレコーダー（再生・録画）へ

分配器Ｂ

４分配

ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ

ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＣ１００Ｖ
（電気設備工事）

２１．５
２

楽屋１

楽屋２

音響

ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＣ１００Ｖ
（電気設備工事）

２１．５
３

照明

モニターディスプレイ（調整室）

ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＣ１００Ｖ
（電気設備工事）

２１．５
１

４ ２１．５

映像モニター

アナログ

舞台下手袖

ステーション

コンセント盤
インターカム
スピーカー
ステーション

リモート

舞台袖

ステーション

コンセント盤
インターカム
スピーカー
ステーション

投光室

ベルトパック ベルトパック
リモート
ステーション

ベルトパック
リモート
ステーション

ベルトパック

調整室

インカム
コネクター

（音響） （照明）

客席後部
コンセント盤

客席後部

インターカム

（舞台音響設備）

（舞台映像設備）

Ｉ ＩＩＩＩＩＩ

投光デッキ

リモート
ステーション

ベルトパック
リモート
ステーション

ベルトパック

ＩＩ

電源ユニット

各機器へ
連動ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ入力
下手袖音響専用電源盤より

：インカムコネクターＩ

：同軸コネクタープレート

：ＡＣ１００Ｖ／１５Ａ 接地極付平行コンセント
（電気設備工事）

＜ 凡 例 ＞

＜ 凡 例 ＞

（壁付型） （壁付型）

インターカム
スピーカー
ステーション
（移動型）

インターカム
スピーカー
ステーション
（移動型）

インターカム
スピーカー
ステーション
（移動型）

カメラ

コントローラー

ＸＬＲ６－３２ｘ１，ＸＬＲ３－３２ｘ２

ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＵＤＩＯ
Ｌ／Ｒ

拡張
アンテナ

５ ２１．５

映像モニター

ＨＤ－ＳＤＩ

ＡＣ１００Ｖ
（電気設備工事）

２１．５
７

モニターディスプレイ（舞台機構操作盤上部）

下手 上手

（下手） （上手）
プレート

インカム
コネクター
プレート

インカム
コネクター
プレート

インカム
コネクター
プレート

インカム
コネクター
プレート

インカム
コネクター
プレート

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台連絡設備 機器姿図Ａ１ ： １ ： ５，１０
Ａ３ ： １ ： １０，２０

Ｅ－０１９

１／５ １／３ １／５ホワイエカメラＣ１－３ モニターディスプレイ（調整室）Ｃ１－５

モニターディスプレイ（楽屋）Ｃ１－８ モニターディスプレイ（ホワイエ）Ｃ１－９

客席後部リモートカメラＣ１－１

ワイヤレスインターカム装置Ｃ２－２ １／５

１）カメラ １）映像モニター（ＨＤ／ＳＤＩ入力）（１／１０）

２）拡張アンテナ

舞台上手袖カメラＣ１－２

１）カメラ １）カメラ

モニターディスプレイ（舞台機構操作盤上部）Ｃ１－６

モニターディスプレイ（上手袖）Ｃ１－７

３）同軸コネクタープレート（１／５）

１）モニターディスプレイ（１／１０） ４）同軸コネクタープレート（１／５） ＋ ３）移動型置台（１／２０） ４）同軸コネクタープレート（１／５）

有線インターカム装置Ｃ２－１

２）スピーカーステーション（壁付型） ３）スピーカーステーション（移動型）

１／５

７）インカムコネクタープレート

１／１０ＩＴＶ装置Ｃ１－４

１０）映像モニター（ＨＤ／ＳＤＩ入力）

１）モニターディスプレイ

１８
６

１６０ １６９

６３

６
３

１３９

１
１
２

φ１１９

４９８

２
９５

２５

４４７

２
８９

５０ ７０ ６

１
２
０

７０ ６

１
２
０

７０ ６

１
２
０

２０９

１
１
４

３ 約４５
２３６ １４１

１５
８

９０ ４２

１
５
４

３０
５

４９８

２
９５

２５

８００ ７４０

ハンドル

１２４９ ９７

７９
０モニターディスプレイ

移動型置台

１１６

１２
０

６

※機器の形状及び寸法は参考とする。

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



舞台音響映像設備 音響専用分電盤分岐図Ａ１ ： Ｎ．Ｓ．
Ａ３ ： Ｎ．Ｓ．

Ｅ－０２０

音響専用分電盤分岐図

※２・３工区電気設備工事

（音響調整室）

音響専用電源盤

※電気設備工事

ＴＲ １φ３Ｗ

６．６ｋＶ／２１０－１０５Ｖ

音響専用電源

混触防止板付トランス

パワーアンプ架 ３

Ｃ種

音響単独 共通Ｃ種

１φ３Ｗ ２１０Ｖ／１０５Ｖ（４３ｋＶＡ）
ＭＣＣＢ３Ｐ ２２５ＡＦ／２２５ＡＴ

パワーアンプ架 １ パワーアンプ架 ２

パワーアンプ架 ４

パワーアンプ架 ５ パワーアンプ架 ６

プロジェクター

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

３点吊りマイク装置

※２・３工区電気設備工事

（音響舞台袖）

下手袖音響専用電源盤

Ｃ種

音響単独 共通Ｃ種

舞台下手袖仮設電源盤 １ Ｃ型－１

入出力パッチ架

※２・３工区電気設備工事

（音響舞台袖）

上手袖音響専用電源盤（仮設含む）

Ｃ種

音響単独 共通Ｃ種

舞台下手袖仮設電源盤 ３ Ｃ型－３ 舞台下手袖仮設電源盤 ４ Ｃ型－４

入出力パッチ架

音響調整卓 ワゴン接続パネル

舞台下手袖仮設電源盤 ２ Ｃ型－２

下手袖操作架 １ 下手袖操作架 ２

インターカムシステム ＩＴＶシステム

舞台上手袖仮設電源盤 １ Ｃ型－１

舞台上手袖仮設電源盤 ３ Ｃ型－３ 舞台上手袖仮設電源盤 ４ Ｃ型－４

舞台上手袖仮設電源盤 ２ Ｃ型－２

予備 予備

１００ｋＶＡ

客席後部コンセント盤 １ Ｃ型－１ 客席後部コンセント盤 ２ Ｃ型－２

予備 予備

舞台袖コンセント盤 １ Ｃ型－１ 舞台袖コンセント盤 ２ Ｃ型－２

Ｃ型３０Ａコンセントｘ２口

客席後部仮設

※電気設備工事

Ｃ型３０Ａコンセントｘ４口

仮設音響電源盤

Ｃ型３０Ａコンセントｘ４口

仮設音響電源盤

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

音響電源盤

１φ３Ｗ ２１０Ｖ／１０５Ｖ（２８ｋＶＡ）
ＭＣＣＢ３Ｐ １５０ＡＦ／１５０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

１φ３Ｗ ２１０Ｖ／１０５Ｖ（１９ｋＶＡ）
ＭＣＣＢ３Ｐ １００ＡＦ／１００ＡＴ

予備 予備

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

舞台袖コンセント盤 ３ 平行－１ 舞台袖コンセント盤 ４ 平行－２
ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

予備 予備

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

予備 予備
ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

舞台袖コンセント盤 １ Ｃ型－１ 舞台袖コンセント盤 ２ Ｃ型－２
ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／３０ＡＴ

舞台袖コンセント盤 ３ 平行－１ 舞台袖コンセント盤 ４ 平行－２

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

※電気設備工事 ※電気設備工事

音響設備・ 映像設備 発熱量

調整室内発熱量 約５，０００ｋ ｃ ａ ｌ ／ｈ

パワーアンプ架

音響設備 非常カットリレー制御信号 供給先
（ 非常時ＤＣ２４Ｖ断制御）

※分電盤本体供給および取付工事は電気工事とする

※音響専用接地線の引込みは電気工事とする

※非常制御信号の引込みは電気工事とする

受変電設備

接地端子盤

※セパ用

ＥＣ

（共通Ｃ種接地）

ＥＢ

（単独Ｂ種接地）
※保安用

ＥＤ

（共通Ｄ種接地）

ＥＣ

※信号用

（単独Ｃ種接地）
※保安用

ＥＢ

（共通Ｂ種接地）

※二次側中性点

共通Ｄ種 共通Ｄ種 共通Ｄ種

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号



ワイヤレスアンテナ

プロセ二アムスピーカー

サイドスピーカー

ステージフロントスピーカー

固定はねかえりスピーカー

入出力パッチ架

映像ワゴン

パワーアンプ架ＡＭＰ

ＶＷ

Ｉ／Ｏ

下手袖操作架ＳＳＣ

楽屋系スピーカーＧ

ワイヤレスインターカム拡張アンテナ

ＷＬ

Ｐ

Ｓ

Ｆ

ＦＢ

ホワイエ系スピーカーＨ

舞台袖スピーカーＢ

ＩＣ

親子室スピーカーＣＰ

モニタースピーカーＭ

調光系モニタースピーカーＬＴ

舞台袖コンセント盤ＣＮ Ｂ

音量調整器

客席後部コンセント盤ＣＮ Ａ

舞台床スピーカーコネクターボックス

舞台床マルチコネクターボックス

舞台床マイクコネクターボックス

１６

Ｍ

Ｓ

マイクコネクタープレートＭ

インカムコネクタープレートＩ

スピーカーステーション（壁付型）Ｉ

エアモニターマイク装置

電動ウインチ（吊マイク装置）

貫通滑車（吊マイク装置）

ｍ

ＡＭ

ＩＴＶカメラ

モニターディスプレイＴＶ

ビデオプロジェクターＰ

投光室モニタースピーカーＴ

舞台床映像ボックスＶ

ワゴン接続コンセント盤ＣＮ

Ｇ

Ｔ
Ｖ

Ｇ

ＴＶ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

音響専用電源分電盤（電気設備工事）

Ｓ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｖ

１６Ｓ

１６Ｓ

ＳＳＣ

Ｃ
Ｎ
Ｂ

Ｔ
Ｖ

Ｂ

Ｔ
Ｖ

Ｂ

ＣＮ
Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｍ

Ｓ

Ｓ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＩＣ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （ＰＦ１６）

立ち上げ

スルー

立ち下げ

プルボックス（１５０ｘ１５０ｘ１００）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ２ （ＰＦ１６）

ＴＶ

ＴＣＸ

ＴＣＸ

ＴＣＸ

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ２ （Ｅ３１）

ＴＣＸ

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ２ （Ｅ３１）

下手袖操作架へ

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１ （Ｅ１９）ＴＣＸ

２Ｅ４－２ＡＬ ｘ１ （Ｅ１９）ＩＣ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ２ （Ｅ３１）２

１６

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）１６

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２ （Ｅ５１）１６

１６

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２ （Ｅ５１）ＣＥＥ

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ４ （Ｅ５１）ｘ２ＣＥＥ

ＣＥＥ

ＣＥＥ

２

２

２

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＣＥＥ

ＣＥＥ

２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ４ （Ｅ５１）２

２

ＣＥＥ

ＥＭ－ＩＥ５．５ ｘ２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ ｘ２ （Ｅ５１）ｘ２

ＥＭ－ＣＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２

ＥＭ－ＩＥ５．５ ｘ２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ ｘ２

ＥＭ－ＣＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ３ （Ｅ５１）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ３ （Ｅ５１）

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ４ （Ｅ５１）ｘ２

ＥＭ－４Ｅ４－８ＡＴ ｘ２ （Ｅ５１）

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ６ （Ｅ５１）

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１
（Ｅ５１）

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１２ （Ｅ５１）ｘ２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ２（インカム） （Ｅ２５）

（Ｅ５１）ｘ２

ＥＭ－ＩＥ５．５ ｘ１

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ ｘ４ （Ｅ５１）

（Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

Ｄ

Ｄ

Ｃ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１ （Ｅ１９）

（Ｅ２５）

Ｆ

Ｇ

Ｂ

Ａ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ６ （Ｅ５１）

Ｆ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ３ （Ｅ１９）

Ｇ

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ３ （Ｅ５１）ｘ２

ＥＭ－４Ｅ４－８ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ３ （Ｅ３１）

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１
（Ｅ５１）

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１４ （Ｅ５１）ｘ２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ２（インカム） （Ｅ２５）

Ｃ

＃２９９７ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ６ （Ｅ５１）ｘ２ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ９ （Ｅ５１）ｘ３

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２ （Ｅ５１）

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３ （Ｅ３１）

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１
（Ｅ５１）

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３ （Ｅ５１）ｘ２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム） （Ｅ１９）

Ｂ

＃２９９７ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ９ （Ｅ５１）ｘ３

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

Ａ

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１２

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

Ｅ

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ６ （Ｅ５１）ｘ２

Ｅ

凡 例

名 称記 号

音響調整卓ＭＩＸ

※塗潰し側を壁とする

ＷＤ５００ｘ１００
セハ゜レータｘ２付

Ｃ

Ａ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１ ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－４Ｃ ｘ４ （Ｅ５１）ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３ （Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－４Ｃ ｘ８ （Ｅ５１）ｘ４

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３ （Ｅ３１）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

ＩＣ

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ３ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ４－８ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ３ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ４－８ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）

Ｃ

ケーブルリールＲ

Ａ

プルボックス（２００ｘ２００ｘ２００）Ｂ

プルボックス（２５０ｘ２５０ｘ１５０）Ｃ

Ｈ

Ｈ

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号

Ｅ－０２１

Ａ１ ： １ ： １００
Ａ３ ： １ ： ２００

舞台音響・ 映像設備 ２階配線図



ワイヤレスアンテナ

プロセ二アムスピーカー

サイドスピーカー

ステージフロントスピーカー

固定はねかえりスピーカー

入出力パッチ架

映像ワゴン

パワーアンプ架ＡＭＰ

ＶＷ

Ｉ／Ｏ

下手袖操作架ＳＳＣ

楽屋系スピーカーＧ

ワイヤレスインターカム拡張アンテナ

ＷＬ

Ｐ

Ｓ

Ｆ

ＦＢ

ホワイエ系スピーカーＨ

舞台袖スピーカーＢ

ＩＣ

親子室スピーカーＣＰ

モニタースピーカーＭ

調光系モニタースピーカーＬＴ

舞台袖コンセント盤ＣＮ Ｂ

音量調整器

客席後部コンセント盤ＣＮ Ａ

舞台床スピーカーコネクターボックス

舞台床マルチコネクターボックス

舞台床マイクコネクターボックス

１６

Ｍ

Ｓ

マイクコネクタープレートＭ

インカムコネクタープレートＩ

スピーカーステーション（壁付型）Ｉ

エアモニターマイク装置

電動ウインチ（吊マイク装置）

貫通滑車（吊マイク装置）

ｍ

ＡＭ

ＩＴＶカメラ

モニターディスプレイＴＶ

ビデオプロジェクターＰ

投光室モニタースピーカーＴ

舞台床映像ボックスＶ

ワゴン接続コンセント盤ＣＮ

音響専用電源分電盤（電気設備工事）

ＦＢ

ＦＢ

ＷＬ

ＷＬ

Ｃ
Ｎ
Ａ

Ｈ

Ｈ

ＣＰ

ＣＰ

Ｈ

Ｈ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （ＰＦ１６）

立ち上げ

スルー

立ち下げ

プルボックス（１５０ｘ１５０ｘ１００）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ２ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ２ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ２ （Ｅ３１）

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ３ （Ｅ３９）

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１ （Ｅ１９）ＴＣＸ

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

２Ｅ４－２ＡＬ ｘ１ （Ｅ１９）ＩＣ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ２ （Ｅ３１）２

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ３ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ４－８ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）１６

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２ （Ｅ５１）１６

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２ （Ｅ５１）ＣＥＥ

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ４ （Ｅ５１）ｘ２ＣＥＥ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）ＡＥ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ４ （Ｅ５１）２

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１２

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１３

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１

凡 例

名 称記 号

音響調整卓ＭＩＸ

※塗潰し側を壁とする

ＷＤ５００ｘ１００ＷＤ５００ｘ１００

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

セハ゜レータｘ２付セハ゜レータｘ２付

Ｃ

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ３ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ４－８ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）

Ｂ

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１ （Ｅ１９） ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

ケーブルリールＲ

Ａ

プルボックス（２００ｘ２００ｘ２００）Ｂ

プルボックス（２５０ｘ２５０ｘ１５０）Ｃ

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号

Ｅ－０２２

Ａ１ ： １ ： １００
Ａ３ ： １ ： ４００

舞台音響・ 映像設備 ３階配線図



ワイヤレスアンテナ

プロセ二アムスピーカー

サイドスピーカー

ステージフロントスピーカー

固定はねかえりスピーカー

入出力パッチ架

映像ワゴン

パワーアンプ架ＡＭＰ

ＶＷ

Ｉ／Ｏ

下手袖操作架ＳＳＣ

楽屋系スピーカーＧ

ワイヤレスインターカム拡張アンテナ

ＷＬ

Ｐ

Ｓ

Ｆ

ＦＢ

ホワイエ系スピーカーＨ

舞台袖スピーカーＢ

ＩＣ

親子室スピーカーＣＰ

モニタースピーカーＭ

調光系モニタースピーカーＬＴ

舞台袖コンセント盤ＣＮ Ｂ

音量調整器

客席後部コンセント盤ＣＮ Ａ

舞台床スピーカーコネクターボックス

舞台床マルチコネクターボックス

舞台床マイクコネクターボックス

１６

Ｍ

Ｓ

マイクコネクタープレートＭ

インカムコネクタープレートＩ

スピーカーステーション（壁付型）Ｉ

エアモニターマイク装置

電動ウインチ（吊マイク装置）

貫通滑車（吊マイク装置）

ｍ

ＡＭ

ＩＴＶカメラ

モニターディスプレイＴＶ

ビデオプロジェクターＰ

投光室モニタースピーカーＴ

舞台床映像ボックスＶ

ワゴン接続コンセント盤ＣＮ

音響専用電源分電盤（電気設備工事）

Ｐ

ＴＶ

ＬＴ

ＬＴ

Ｉ

Ｃ
Ｎ

Ｐ
ＶＷ

Ｔ
Ｖ

Ｍ

ＭＭ
Ｉ
Ｘ

Ｉ

ＡＭＰ Ｉ／Ｏ

ＡＭ

ＷＬ

ＡＭ

ＷＬ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （ＰＦ１６）

立ち上げ

スルー

立ち下げ

プルボックス（１５０ｘ１５０ｘ１００）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ２ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ２ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ３ （Ｅ３９）

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１ （Ｅ１９）ＴＣＸ

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ２ （Ｅ１９）ｘ２

ケーブルリール付属ケーブル

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ２ （Ｅ１９）ｘ２

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１ （Ｅ１９）

２Ｅ４－２ＡＬ ｘ１ （Ｅ１９）ＩＣ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ２ （Ｅ３１）２

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ３ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ４－８ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）１６

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２ （Ｅ５１）１６

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２ （Ｅ５１）ＣＥＥ

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ４ （Ｅ５１）ｘ２ＣＥＥ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）ＡＥ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ４ （Ｅ５１）２

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１３

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ９

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ６

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ９

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１６

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ３

凡 例

名 称記 号

音響調整卓ＭＩＸ

※塗潰し側を壁とする

ＷＤ５００ｘ１００ＷＤ５００ｘ１００

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

セハ゜レータｘ２付 セハ゜レータｘ２付

ＣＵＳ ＬＫ ＣＡＴ６ ＳＴＰ ｘ３ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ４－８ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）

ケーブルリールＲ

Ａ

プルボックス（２００ｘ２００ｘ２００）Ｂ

プルボックス（２５０ｘ２５０ｘ１５０）Ｃ

※調整室内フリーアクセス内
配線は、機器工事区分とする

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号

Ｅ－０２３

舞台音響・ 映像設備 ４階配線図Ａ１ ： １ ： １００
Ａ３ ： １ ： ２００



ワイヤレスアンテナ

プロセ二アムスピーカー

サイドスピーカー

ステージフロントスピーカー

固定はねかえりスピーカー

入出力パッチ架

映像ワゴン

パワーアンプ架ＡＭＰ

ＶＷ

Ｉ／Ｏ

下手袖操作架ＳＳＣ

楽屋系スピーカーＧ

ワイヤレスインターカム拡張アンテナ

ＷＬ

Ｐ

Ｓ

Ｆ

ＦＢ

ホワイエ系スピーカーＨ

舞台袖スピーカーＢ

ＩＣ

親子室スピーカーＣＰ

モニタースピーカーＭ

調光系モニタースピーカーＬＴ

舞台袖コンセント盤ＣＮ Ｂ

音量調整器

客席後部コンセント盤ＣＮ Ａ

舞台床スピーカーコネクターボックス

舞台床マルチコネクターボックス

舞台床マイクコネクターボックス

１６

Ｍ

Ｓ

マイクコネクタープレートＭ

インカムコネクタープレートＩ

スピーカーステーション（壁付型）Ｉ

エアモニターマイク装置

電動ウインチ（吊マイク装置）

貫通滑車（吊マイク装置）

ｍ

ＡＭ

ＩＴＶカメラ

モニターディスプレイＴＶ

ビデオプロジェクターＰ

投光室モニタースピーカーＴ

舞台床映像ボックスＶ

ワゴン接続コンセント盤ＣＮ

音響専用電源分電盤（電気設備工事）

Ｍ

Ｍ

Ｉ

Ｉ

Ｔ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｍ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （ＰＦ１６）

立ち上げ

スルー

立ち下げ

プルボックス（１５０ｘ１５０ｘ１００）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ２ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１ （Ｅ１９）ＴＣＸ

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

２Ｅ４－２ＡＬ ｘ１ （Ｅ１９）ＩＣ

ＩＣ

ＩＣ

ＩＣ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）２

２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ２ （Ｅ３１）２

２

２

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ２ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ２ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）１６

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２ （Ｅ５１）１６

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２ （Ｅ５１）ＣＥＥ

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ４ （Ｅ５１）ｘ２ＣＥＥ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）ＡＥ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ４ （Ｅ５１）２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ２

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ６

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ１

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１３

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ３

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ７

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１６

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ５

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ７

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１６

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２

Ｕ－ＳＧＩ５０／１２５－４Ｃ ｘ３

ＫＰＥＶ０．７５－２０Ｐ ｘ１

Ａ２Ｃ３ ｘ１

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１３

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ６

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ９ ＷＤ５００ｘ１００

２Ｅ４－２ＡＴ ｘ１（インカム）

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１６

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ４

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ２

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ３

凡 例

名 称記 号

音響調整卓ＭＩＸ

※塗潰し側を壁とする

ＷＤ５００ｘ１００ ＷＤ５００ｘ１００ ＷＤ５００ｘ１００

ＷＤ５００ｘ１００

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１ ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

ＩＣ

セハ゜レータｘ２付 セハ゜レータｘ２付 セハ゜レータｘ２付 セハ゜レータｘ２付

セハ゜レータｘ２付

ケーブルリールＲ

Ａ

プルボックス（２００ｘ２００ｘ２００）Ｂ

プルボックス（２５０ｘ２５０ｘ１５０）Ｃ

ケーブルリール付属ケーブル

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号

Ｅ－０２４

Ａ１ ： １ ： １００
Ａ３ ： １ ： ２００

舞台音響・ 映像設備 ５階配線図



ワイヤレスアンテナ

プロセ二アムスピーカー

サイドスピーカー

ステージフロントスピーカー

固定はねかえりスピーカー

入出力パッチ架

映像ワゴン

パワーアンプ架ＡＭＰ

ＶＷ

Ｉ／Ｏ

下手袖操作架ＳＳＣ

楽屋系スピーカーＧ

ワイヤレスインターカム拡張アンテナ

ＷＬ

Ｐ

Ｓ

Ｆ

ＦＢ

ホワイエ系スピーカーＨ

舞台袖スピーカーＢ

ＩＣ

親子室スピーカーＣＰ

モニタースピーカーＭ

調光系モニタースピーカーＬＴ

舞台袖コンセント盤ＣＮ Ｂ

音量調整器

客席後部コンセント盤ＣＮ Ａ

舞台床スピーカーコネクターボックス

舞台床マルチコネクターボックス

舞台床マイクコネクターボックス

１６

Ｍ

Ｓ

マイクコネクタープレートＭ

インカムコネクタープレートＩ

スピーカーステーション（壁付型）Ｉ

エアモニターマイク装置

電動ウインチ（吊マイク装置）

貫通滑車（吊マイク装置）

ｍ

ＡＭ

ＩＴＶカメラ

モニターディスプレイＴＶ

ビデオプロジェクターＰ

投光室モニタースピーカーＴ

舞台床映像ボックスＶ

ワゴン接続コンセント盤ＣＮ

音響専用電源分電盤（電気設備工事）

Ｍ

Ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （ＰＦ１６）

立ち上げ

スルー

立ち下げ

プルボックス（１５０ｘ１５０ｘ１００）

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ２ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＴＣＸ－７ＣＨＤ ｘ１ （Ｅ１９）ＴＣＸ

２Ｅ４－２ＡＬ ｘ１ （Ｅ１９）ＩＣ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ１ （Ｅ１９）２

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ２ （Ｅ３１）２

２

２

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

＃２９９７ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ２ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

＃２９９７ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ４ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

＃２９９７ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ６ （Ｅ３１）

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ１ （Ｅ３１）１６

ＥＭ－４Ｅ３－１６ＡＴ ｘ２ （Ｅ５１）１６

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２ （Ｅ５１）ＣＥＥ

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ４ （Ｅ５１）ｘ２ＣＥＥ

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ ｘ１ （Ｅ１９）ＡＥ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ４ （Ｅ５１）２

ケーブルリール付属ケーブル

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ２ （Ｅ５１）

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ２

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ３

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－３Ｃ ｘ１

＃２９９７ ｘ１

ＥＭ－４Ｅ６ＡＴ ｘ６

凡 例

名 称記 号

音響調整卓ＭＩＸ

※塗潰し側を壁とする

ＷＤ５００ｘ１００

Ｃ

ＥＭ－４Ｅ４－２ＡＴ ｘ２ （Ｅ１９）ｘ２Ｂ

ＥＭ－５ＤＦＢ ｘ１ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＣＥＥ８．０ｓｑ－２Ｃ ｘ１ （Ｅ２５）

Ｂ

Ｒ

ケーブルリールＲ

セハ゜レータｘ２付

Ａ

プルボックス（２００ｘ２００ｘ２００）Ｂ

プルボックス（２５０ｘ２５０ｘ１５０）Ｃ

工 事 名

図面名称

設 計 者

横浜市建築局

国 設計

年月日
吉村久夫
登録第１６６４０ ４号

管理建築士

一級建築士

縮尺平成 ２９年５月

株式会社

金沢区総合庁舎改築工事
（ 舞台音響・ 映像設備工事）

施設番号 棟番号
完成 図面

図面枚数

電気

年度 種類
図面番号

Ｅ－０２５

Ａ１ ： １ ： １００
Ａ３ ： １ ： ２００

舞台音響・ 映像設備 屋根裏配線図
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